
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大田区 地域力推進課 
 

 

 

 

 

 

 

 

大田区

青少年対策地区委員会だより



 

はじめに 

 

 

大田区青少年対策地区委員会は、特別出張所を単位とし、全 18地区に設けら

れており、地域の青少年健全育成を目的として様々な活動を行っています。 

主な役割は、①育成活動、②環境浄化活動（青少年に悪影響を与える DVDソフ

トなどの販売自粛を関係業者に要請するなどの活動）、③関係団体との連絡調

整・情報交換などです。 

この「青少年対策地区委員会だより」は、活動のふり返りに使用していただく

とともに、多くの方に地域で行われている青少年健全育成活動を知っていただ

くために作成しています。 

 

 

 

 

『地域力』とは・・・ 

 

 

大田区における「地域力」の基本的な考え方 

 

１ 地域は、そこに住み、働き、学ぶなど、その地域に関わる区民一人ひとりに

よって構成され、支えられています。また、地域社会においては、人やまち

への思いやりの心と規範意識を持ち、社会的なルールを尊重することが重

要です。 

 

２ 暮らしやすいまちの実現には、区民一人ひとりの力が必要であり、この力が

地域力の源です。そして、一人ひとりの力を結びつけることなどで地域力は

さらに強くなります。 

 

３ 自治会・町会、事業者、団体・NPO、区など、地域を構成する様々な主体が

連携・協働することによって、地域力はさらに高まります。 

 

４ 歴史や文化、自然環境、まちなみ、産業など、地域の特徴を活かすことで、

魅力ある地域力を創造することができます。 

 

５ 防犯・防災、福祉、子育て、教育、環境、産業、国際交流、まちの魅力づく

りなど、多様化する地域課題を解決するためには、地域力が大切です。 

 

 



令令和和５５年年度度青青少少年年対対策策地地区区委委員員会会会会長長会会会会長長  ああいいささつつ  

 

～～ぬぬくくももりりののああるる大大田田区区でで  ここどどももたたちちのの社社会会性性をを育育むむ～～  

 

令和５年度はコロナ禍における制限が緩やかになったところから始まりました。４年

ぶりの開催を目指して準備を進めていた子どもガーデンパーティーは、大変残念なが

ら、天候不良により中止となってしまいましたが、小学生を対象としたリーダー講習会

をはじめ、各地区において企画・運営をされた青少年対策地区委員会の行事は、よう

やくコロナ禍以前のように活動することができました。地域行事において、こどもたち

の元気な声が戻ってきたことを大変うれしく思います。 

各地区の委員の皆様には、日頃より青少年対策地区委員会の活動にご理解、ご

協力をいただき、心から感謝申し上げます。 

 

昨年の夏は全国的にとても暑くなりました。この時期の活動を実施するにあたって

は熱中症対策が必須であり、各地区においては、こどもたちが熱中症にならないため

の対策にご配慮いただいたことと思います。また、年明け早々には能登半島で震度７

の地震が発生し、甚大な被害をもたらしました。地震や集中豪雨などの自然災害は、

いつ起こるかわかりません。青少年対策地区委員会の活動中に起こることも想定し、

備える必要があることを改めて感じました。 

 

こどもたちが安全で安心して様々な経験ができるよう、私たち青少年対策地区委員

会は、今後も試行錯誤を重ねながら活動を進めていきたいと考えます。そして、こども

たちが学校以外の場所で、楽しみをもって、生き生きと成長できる企画・運営に取り組

むことが、こどもたちの自己肯定感、自己有用感を高めることにつながり、社会性を

育むことになると信じて、活動を続けていきます。これからも地域、学校、行政の皆様

のより一層のご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大田区青少年対策地区委員会会長会 会長 石垣 晴子
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青少年対策大森東地区委員会

■会長挨拶

■目標

■年間活動報告

月 日 行事名 参加人数

５月 日（土） リーダー講習会激励会 人

６月 日（木） 感謝状贈呈式・新旧委員懇親会 人

７月１日（土） 広報紙「青少対大森東だより」発行 部

７月２日（日） リーダー講習会 大森東地区担当回 人

９月 日（日）、

日（土）、 日（日）
大森四地区少年野球大会 人

９月 日（土） 秋のバスハイク 人

月 日（日） いつつのわふれあい祭り ブース出店 人

月 日（木） 地域懇談会 人

月４日（土）、５日（日） ふれあいフェスタ ブース出店 人

月 日（月） 子ども・若者育成支援（販売自粛要請活動） ６人

月３日（日） リーダー講習会反省会・お楽しみ会 人

月 日（月） 大森第一中学校 朝礼での青少対 活動 約 人

３月 日（土） 春バスハイク 人

奇数月 役員定例会 各回 人程度

大森東地区青少対活動の基本目標

一 人の痛みがわかる思いやりのある子を育てる

一 自分の考えをしっかりと持ち、善悪の判断ができる子を育てる

一 健康で夢や希望に向かって進める子を育てる

一 明るく元気で素直な自分の行動に責任の持てる子を育てる

一 団体活動に積極的に参加できる子を育てる

以上を目標に青少年健全育成活動を進めて参ります

青少年対策大森東地区委員会

会長 伊藤 音嗣

現在、大森東ではジュニアリーダークラブ員の確保が厳しい状態だ

と言えます。一昨年の受講生たちはバスケットボール・バレーボール

等の運動部に入部し頑張っています。昨年の受講生は、５年生４人で

令和６年度もリーダーにはなれません。コロナ禍での活動休止が大き

く影響したわけです。こどもたちの笑顔のために委員一同頑張ってい

くのはもちろんですが、中学生・高校生への活動を模索していくこと

が今年・今後の活動の重点項目になると思います。

「こどもたちの笑顔」のために、新しい委員さんにも参加していた

だき、健全育成を目指したいと思います。
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■振り返り

【いつつのわふれあい祭り】

４年ぶりに開催された大森東地区最大のイベント

である「いつつのわふれあい祭り」にブース参加し

ました。

計 種類のデザインの中から、こどもに好きなデザ

インを選び、色付けをしてもらい、スタッフが機械

によって仕上げをすると、子どもたちは、缶バッジ

の出来上がりを見て、「わぁー‼」と驚き喜ぶ姿があ

りました。

当日は天気にも恵まれ、青少対ブースは大盛況で、

人が来訪してくれました。

【秋のバスハイク】

児童 名と青少対委員等 名の総勢 名で、埼

玉県の「埼玉県立自然の博物館」、「秩父ミューズパ

ーク」、「荒幡農園のいも堀り」に行きました。

初めていも堀りをする児童も多く、いもが土の中か

らでてきたときには、大きな歓声が上がりました。

また、「いもがどういう風に土の中に埋まっている

のか知れてよかった」と言っている児童もおりまし

た。

実施後、子どもたちにとったアンケートで「今日の

バスハイクは楽しかったですか？」という質問に対

して、全員が楽しかったと回答してくれました。

【地域懇談会】

「学校と地域」をテーマに、大森第一中学校の渡

邉映二校長先生から、東京都・大田区の施策を踏ま

えた学校教育の方針、大森第一中学校の教育の様子

についてご講演いただきました。

その後、各グループに分かれて、学校と地域の関

わり方についてグループワークをしました。

参加者からは、「今の中学生の現状を知ることが

でき、参加してよかった」「子供達が健やかに成長し

ていくために、地域との交流が大切だと思った」と

いう感想が挙げられました。

青少年対策大森東地区委員会

■会長挨拶

■目標

■年間活動報告

月 日 行事名 参加人数

５月 日（土） リーダー講習会激励会 人

６月 日（木） 感謝状贈呈式・新旧委員懇親会 人

７月１日（土） 広報紙「青少対大森東だより」発行 部

７月２日（日） リーダー講習会 大森東地区担当回 人

９月 日（日）、

日（土）、 日（日）
大森四地区少年野球大会 人

９月 日（土） 秋のバスハイク 人

月 日（日） いつつのわふれあい祭り ブース出店 人

月 日（木） 地域懇談会 人

月４日（土）、５日（日） ふれあいフェスタ ブース出店 人

月 日（月） 子ども・若者育成支援（販売自粛要請活動） ６人

月３日（日） リーダー講習会反省会・お楽しみ会 人

月 日（月） 大森第一中学校 朝礼での青少対 活動 約 人

３月 日（土） 春バスハイク 人

奇数月 役員定例会 各回 人程度

大森東地区青少対活動の基本目標

一 人の痛みがわかる思いやりのある子を育てる

一 自分の考えをしっかりと持ち、善悪の判断ができる子を育てる

一 健康で夢や希望に向かって進める子を育てる

一 明るく元気で素直な自分の行動に責任の持てる子を育てる

一 団体活動に積極的に参加できる子を育てる

以上を目標に青少年健全育成活動を進めて参ります

青少年対策大森東地区委員会

会長 伊藤 音嗣

現在、大森東ではジュニアリーダークラブ員の確保が厳しい状態だ

と言えます。一昨年の受講生たちはバスケットボール・バレーボール

等の運動部に入部し頑張っています。昨年の受講生は、５年生４人で

令和６年度もリーダーにはなれません。コロナ禍での活動休止が大き

く影響したわけです。こどもたちの笑顔のために委員一同頑張ってい

くのはもちろんですが、中学生・高校生への活動を模索していくこと

が今年・今後の活動の重点項目になると思います。

「こどもたちの笑顔」のために、新しい委員さんにも参加していた

だき、健全育成を目指したいと思います。
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青少年対策大森西地区委員会

■会長挨拶

■目標

■年間活動報告

月 日 行事名 参加人数

月 日 日 子ども体験ツアー（潮干狩り） ３１人

月 日 日 大森地域リーダー講習会 大森西担当回 約８０人

月、 月 管内小学校 サマースクール（パラコード編み） ２５人

月 日（日） 小学生の交流会（ピザ作り、モルック体験） ５人

月 日 日 秋のバスハイク（みかん狩り） ４３人

月 日 土
月 日 日

ＯＴＡふれあいフェスタ 手作りコーナー出展

（アルミ缶プレート、紙コプター）
１２３６人

月 日 水 委員研修会 （応急救護） ３１人

月 日 日 リーダー講習会終了後 参加者との懇談会 １３人

月 日 土 ジュニアリーダークラブ クリスマス会 １０人

月 日 日 委員日帰り研修 （施設見学：川越・鉄道博物館） ２２人

定例会 毎月（８月、１月は除く）

ジュニアリーダークラブ 定例会

４月、 月 広報誌発行

青少年対策大森西地区委員会

会長 田中 清一

令和５年度から会長を務めさせて頂くことになりました、

田中清一と申します。よろしくお願いいたします。

感染予防のため、他者との距離を置くようになり、失われ

ていた子どもたちの笑顔が、徐々に戻って参りました。

笑顔は“心身共に健やかであることの表れ”。この笑顔を

大切に、繋ぎ・広めていくことが、青少年健全育成の原点と

捉え、取り組んでいきたいと存じます。

皆さまのご支援、ご協力の程よろしくお願いいたします。

「 たくさんの 笑顔あふれる 大森西 」

青少年対策大森西地区委員会

会長 田中 清一
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■振り返り

◎子ども体験ツアー 令和５年５日 日

管内の小学生、ジュニアリーダーと千葉県にある富津海岸

に行ってきました。当日は天候が良く、潮干狩り日和でした。

参加した児童たちは大きい貝を沢山採ろうと潮干狩りに夢

中になっておりました。ジュニアリーダーと協力し、貝を多

く採ることができるポイントを見つけながら潮干狩りを楽し

んでいました。中には網いっぱいに貝を入れている児童がお

り、本人は大変喜んでおりました。

◎小学生の交流会 令和５年 月８日

管内の小学生、ジュニアリーダーと平和島公園キャ

ンプ場でピザ作りとモルック体験をしました。ピザ作

りでは、生地から自分たちで作りオリジナルのピザを

食べました。モルックは体も頭も使うスポーツで、よく

考えながらモルックを楽しみました。

◎秋のバスハイク 令和５年 月 日

神奈川県にある、みかん園とソレイユの丘に行ってきま

した。採ったみかんの中には甘いみかんもあれば酸味が強

いみかんもあるようで、児童たちは様々な味を楽しんでい

る様子でした。みかん狩りを終えソレイユの丘でお弁当を

食べた後、班ごとに分かれ遊具や草そりをして楽しみまし

た。

◎ＯＴＡふれあいフェスタ 令和５年 月４、５日

２日間に渡りアルミ缶プレートと紙コプターをコーナー

出展しました。多くの子どもたちに参加していただき大変

賑わいました。アルミ缶プレートを作成していた参加者は

自分の名前や好きなものを表現しており、世界に一つだけ

のオリジナルアルミ缶プレートを作成しておりました。

青少対の活動の中には、地域のお子様を預かり、貸し切りバスなどで区外に出かける機会

がございます。 大森西青少対では、出先での被災や過度の交通渋滞等を想定し、非常食（ク

ラッカー等）、水、携帯トイレを備えて持参することを始めました。

発災時の命を守る行動や備蓄など、防災に関することについて、子どもたちに学ぶ機会を

提供する活動も考えていかなければと感じています。

青少年対策大森西地区委員会

■会長挨拶

■目標

■年間活動報告

月 日 行事名 参加人数

月 日 日 子ども体験ツアー（潮干狩り） ３１人

月 日 日 大森地域リーダー講習会 大森西担当回 約８０人

月、 月 管内小学校 サマースクール（パラコード編み） ２５人

月 日（日） 小学生の交流会（ピザ作り、モルック体験） ５人

月 日 日 秋のバスハイク（みかん狩り） ４３人

月 日 土
月 日 日

ＯＴＡふれあいフェスタ 手作りコーナー出展

（アルミ缶プレート、紙コプター）
１２３６人

月 日 水 委員研修会 （応急救護） ３１人

月 日 日 リーダー講習会終了後 参加者との懇談会 １３人

月 日 土 ジュニアリーダークラブ クリスマス会 １０人

月 日 日 委員日帰り研修 （施設見学：川越・鉄道博物館） ２２人

定例会 毎月（８月、１月は除く）

ジュニアリーダークラブ 定例会

４月、 月 広報誌発行

青少年対策大森西地区委員会

会長 田中 清一

令和５年度から会長を務めさせて頂くことになりました、

田中清一と申します。よろしくお願いいたします。

感染予防のため、他者との距離を置くようになり、失われ

ていた子どもたちの笑顔が、徐々に戻って参りました。

笑顔は“心身共に健やかであることの表れ”。この笑顔を

大切に、繋ぎ・広めていくことが、青少年健全育成の原点と

捉え、取り組んでいきたいと存じます。

皆さまのご支援、ご協力の程よろしくお願いいたします。

「 たくさんの 笑顔あふれる 大森西 」

青少年対策大森西地区委員会

会長 田中 清一
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青少年対策入新井地区委員会

■会長挨拶

令和５年度、青少年対策入新井委員会は 名でスタートしま

した。年度初めの行事“ガーデンパーティー”は残念ながら雨

で中止となってしまいましたが、他の行事は予定通りに開催さ

れました。 月に開催された“デイキャンプ”は、大田区で活

動されている外国の方々（国際都市おおた大使）にご参加を頂

きました。中国、ベトナム、タイ、スウェーデンの４か国の方々

が参加し、こども向けの遊びもご紹介下さいました。参加した

こども達には、国際交流の場として貴重な体験になったと感じ

ました。このような交流の機会を続けられたらと思っています。

今後は更に新しい企画も取り入れる等、内容を充実させ、次

の世代にも繋がるような活動に力を入れていきたいと考えてお

ります。引き続き、どうぞよろしくお願い申し上げます。

■目標

■年間活動報告

月 日 活動名 参加人数

５月７日 農業生産体験活動（田植え） 名

５月 日 リーダー講習会 受講生及び保護者説明会 名

５月 日 第１回理事会 及び 総会
理事会 名

総 会 名

６月４日～ 月３日 大森地域リーダー講習会 名

６月８日 第１回 との懇談会 名

７月 日 第 回“社会を明るくする運動”入新井地区集会 名

７月 日・ 日
入新井盆踊り大会

（ポップコーン作りで協力）
名

９月 日 農業生産体験活動（稲刈り） 名

９月 日・ 日・ 日 第 回大森四地区少年野球大会
計 チーム

参加

月 日 入新井地区デイキャンプ実行委員会 名

月 日 入新井地区デイキャンプ 名

月 日 ふれあいフェスタ打合せ会 名

月４日・５日 ふれあいフェスタ 入新井青少対コーナー 名

月３日 入新井地区リーダーとの交流会 名

月８日 第２回理事会 名

青少年対策入新井地区委員会

会長 波岡 典

入入新新井井のの結結束束力力でで、、明明るるくく、、楽楽ししくく、、活活気気ああるる地地域域作作りり



7

１月 日 広報誌編集会議 ９名

２月 日 第２回 との懇談会 名

３月８日 第３回理事会 名

３月８日 広報誌「入新井青少対だより」第 号発行 部発行

３月 日 バスハイク 名

■振り返り

◎◎農農業業生生産産体体験験活活動動 田田植植ええ 令令和和５５年年５５月月７７日日（（日日））／／稲稲刈刈りり ９９月月 日日（（日日））

◎◎第第 回回““社社会会をを明明るるくくすするる運運動動””入入新新井井地地区区集集会会 令令和和５５年年７７月月 日日（（水水））

◎◎入入新新井井地地区区デデイイキキャャンンププ 令令和和５５年年 月月 日日（（日日））

■次年度に向けて

の皆さま方との意見交換の場を多く設定し、様々な世代の方々からの活発な意見やア

イディアを参考にし、より充実した活動内容になるよう取り組みたいと考えています。

千葉県南房総市大井の「いきいき体験共和国」にて、田植え体験

と稲刈り体験を実施しました。小学校３校の児童、 、大森警察

署、青少対委員等で参加しました。実際に農作業を体験して普段

食べているお米ができる過程を学ぶことで、「食」のありがたみを

感じることができました。また参加された大森警察署の方から、

特殊詐欺などに注意するよう、ありがたい特別講義も行われ、こ

ども達も改めて身を引き締めているようでした。

入新井集会室にて、社会を明るくする運動の入新井地区集会が開

催されました。今年度は社明運動の説明・地域活動事例の紹介の

他、メインイベントとして親子間のコミュニケーションのアプロ

ーチに関する講演とワークショップが行われました。各グループ

で出た意見を発表してもらう度に、深い関心の頷きや、「わかる、

わかる」と言った笑い声も上がり、会場が明るくあたたかい空気

に包まれ、大盛況のうちに幕を閉じました。

平和島公園キャンプ場にて、デイキャンプを実施しました。小学

校４校の児童の他、今回はゲストとして、国際都市おおた大使が

５名参加してくれました。国籍はスウェーデン１名、中国２名、

タイ１名、ベトナム１名と国際色豊かなイベントになりました。

午前中は大使と一緒にカレーを作って交流を図り、午後からはペ

ットボトルロケットを飛ばして飛距離を競ったり、外国の遊びを

体験しました。こども達も様々な国籍の外国人と交流することで、

より外国人や異文化を身近に感じることができたようでした。

青少年対策入新井地区委員会

■会長挨拶

令和５年度、青少年対策入新井委員会は 名でスタートしま

した。年度初めの行事“ガーデンパーティー”は残念ながら雨

で中止となってしまいましたが、他の行事は予定通りに開催さ

れました。 月に開催された“デイキャンプ”は、大田区で活

動されている外国の方々（国際都市おおた大使）にご参加を頂

きました。中国、ベトナム、タイ、スウェーデンの４か国の方々

が参加し、こども向けの遊びもご紹介下さいました。参加した

こども達には、国際交流の場として貴重な体験になったと感じ

ました。このような交流の機会を続けられたらと思っています。

今後は更に新しい企画も取り入れる等、内容を充実させ、次

の世代にも繋がるような活動に力を入れていきたいと考えてお

ります。引き続き、どうぞよろしくお願い申し上げます。

■目標

■年間活動報告

月 日 活動名 参加人数

５月７日 農業生産体験活動（田植え） 名

５月 日 リーダー講習会 受講生及び保護者説明会 名

５月 日 第１回理事会 及び 総会
理事会 名

総 会 名

６月４日～ 月３日 大森地域リーダー講習会 名

６月８日 第１回 との懇談会 名

７月 日 第 回“社会を明るくする運動”入新井地区集会 名

７月 日・ 日
入新井盆踊り大会

（ポップコーン作りで協力）
名

９月 日 農業生産体験活動（稲刈り） 名

９月 日・ 日・ 日 第 回大森四地区少年野球大会
計 チーム

参加

月 日 入新井地区デイキャンプ実行委員会 名

月 日 入新井地区デイキャンプ 名

月 日 ふれあいフェスタ打合せ会 名

月４日・５日 ふれあいフェスタ 入新井青少対コーナー 名

月３日 入新井地区リーダーとの交流会 名

月８日 第２回理事会 名

青少年対策入新井地区委員会

会長 波岡 典

入入新新井井のの結結束束力力でで、、明明るるくく、、楽楽ししくく、、活活気気ああるる地地域域作作りり
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青少年対策馬込地区委員会

■ 会長挨拶

■ 目標

■ 年間活動報告

実施月日 活動名 参加人数

４月２７日 自治会・町会長との合同研修会 ５２名

５月２６日 総会 ４５名

７月１０日 広報誌「きずな」第 号発刊

７月１１日 新旧委員交歓会 ３４名

８月２０日 第 回少年野球大会 ２８７名

８月２７日 第 回ソフトボール大会 １２０名

１０月２１日 みらい学園中等部見学ツアー １８名

１０月２９日 第 回小学生ドッジボール大会 ３９３名

１１月１２日 大森地域リーダー講習会（馬込担当回） ８２名

１１月２３日 わがまちまごめふるさとウォーク ７６名

１月１１日 新年懇親会 ２９名

２月１１日 馬込青少対委員研修 １７名

２月１８日 馬込地区５道場剣道大会 １２５名

通年 馬込ジュニアリーダークラブ

通年 馬込青少対剣道部

通年 小学校別行事（ＰＴＡ主催）

青少年対策馬込地区委員会は、自治会・町会・学校・ＰＴ

Ａ・地域の皆様と連携し地域に根付いたこどもたちを育成す

ることを目標に活動しております。

今年度は、新型コロナウイルスが五類に移行されたことも

あり、各行事につきましては、感染対策を行いながら、皆で

工夫してコロナ禍以前のように開催していくことができま

した。

また、夏の暑さ対策にも気を張りました。

各種行事に参加したこどもたちは笑顔があふれ、委員さんも

喜んでおりました。

日頃からご協力を頂いております自治会・町会・学校・Ｐ

ＴＡ・地域の皆様に深く感謝申しあげます。これからも地域

に密着して、こどもたちの笑顔あふれる活動を展開してまい

ります。

ご理解とご協力を賜りますようよろしくお願いいたしま

す。

青少年対策馬込地区委員会

会長 鈴木 正 
 

 
・・地地域域ののここどどももたたちちのの安安心心安安全全

・・地地域域にに根根差差ししたた青青少少年年のの育育成成



9

■ 振り返り

馬込青少対では、小学生を対象とした行事を開催する「少年部」、中学生以上を対象とした行事を開催する

「青年部」、中学生以上のリーダーを育成する活動をする「ジュニアリーダー部」に別れて様々な活動を行

っております。今年開催した代表的な行事を紹介いたします。

◎ 少少年年部部：：第第 回回小小学学生生ドドッッジジボボーールル大大会会 月月 日日（（日日））

◎青青年年部部：：みみららいい学学園園中中等等部部見見学学ツツアアーー 月月 日日（（土土））

◎ ジジュュニニアアリリーーダダーー部部：：おお楽楽ししみみ会会 月月 日日（（日日））

 

 

 

◎特特別別行行事事：：わわががままちちままごごめめふふるるささととウウォォーークク 月月 日日（（木木・・祝祝））

今年度の青年部では、小・中学生の保護者を対象に、みらい学園中

等部への見学ツアーを実施しました。みらい学園は御園中学校が学

びの多様化学校（旧不登校特例校）の指定を受けて分教室とし開校し

た学校です。

見学ツアーでは、不登校の実情や取り組みについて学んだり、実際

の授業風景や校内の様子を見学したりしました。

馬込青少対としては初めての取り組みでしたが、質問や感想も多

く飛び交い、有意義な時間となったという声を多く聞くことができ

ました。

馬込地区の４つの小学校（４～６年生）を対象に、 名の児童が参加

し、ドッジボール大会を馬込中学校で開催しました。

ドッジボールはこどもたちにとっては大変親しみあるスポーツでもあ

り、大会に向けて先生や保護者の協力のもと個々の練習のほか、ルールや

チームワークを学ぶ良い機会となっています。そのため、個々の力だけで

なくチームワークも完成された良いチームが多くみられました。また、ひ

とつの試合が終わるごとに、歓喜の声や悔しさに涙する姿が見られ、こど

もたちの大会への想いが伝わってきました。

大会運営ではＰＴＡの皆様をはじめ、桜台高校や立正高校の生徒さん

にもボランティアとして支えていただき、無事に開催することができま

した。

毎年行っている特別行事として、「わたしたちのまち再発見！！」

のテーマのもと、家族や友達同士で馬込地区の様々な名所をウォー

クラリー形式で巡る「わがまちまごめふるさとウォーク」を開催し

ました。

普段から慣れ親しんだ馬込での新たな発見の数々に驚きの声があ

がる一方で、真剣に学びながらウォークラリーに取り組む姿がいた

るところで見られ、参加者にとって発見の多い一日となりました。

リーダー講習会の受講生を招待して、ジュニアリーダーを中

心に「お楽しみ会」を開きました。みんなでレクリエーション

をしたり、青少対委員の手作りのお昼ご飯を一緒に食べたり、

最後はビンゴ大会をするなど、非常に盛り上がりました。参加

したこども達の中から、来年は馬込のジュニアリーダーとして

活動していくことを決めた子もおり、楽しみながらも未来のリ

ーダー育成につながる活動を行うことができました。

青少年対策馬込地区委員会

■ 会長挨拶

■ 目標

■ 年間活動報告

実施月日 活動名 参加人数

４月２７日 自治会・町会長との合同研修会 ５２名

５月２６日 総会 ４５名

７月１０日 広報誌「きずな」第 号発刊

７月１１日 新旧委員交歓会 ３４名

８月２０日 第 回少年野球大会 ２８７名

８月２７日 第 回ソフトボール大会 １２０名

１０月２１日 みらい学園中等部見学ツアー １８名

１０月２９日 第 回小学生ドッジボール大会 ３９３名

１１月１２日 大森地域リーダー講習会（馬込担当回） ８２名

１１月２３日 わがまちまごめふるさとウォーク ７６名

１月１１日 新年懇親会 ２９名

２月１１日 馬込青少対委員研修 １７名

２月１８日 馬込地区５道場剣道大会 １２５名

通年 馬込ジュニアリーダークラブ

通年 馬込青少対剣道部

通年 小学校別行事（ＰＴＡ主催）

青少年対策馬込地区委員会は、自治会・町会・学校・ＰＴ

Ａ・地域の皆様と連携し地域に根付いたこどもたちを育成す

ることを目標に活動しております。

今年度は、新型コロナウイルスが五類に移行されたことも

あり、各行事につきましては、感染対策を行いながら、皆で

工夫してコロナ禍以前のように開催していくことができま

した。

また、夏の暑さ対策にも気を張りました。

各種行事に参加したこどもたちは笑顔があふれ、委員さんも

喜んでおりました。

日頃からご協力を頂いております自治会・町会・学校・Ｐ

ＴＡ・地域の皆様に深く感謝申しあげます。これからも地域

に密着して、こどもたちの笑顔あふれる活動を展開してまい

ります。

ご理解とご協力を賜りますようよろしくお願いいたしま

す。

青少年対策馬込地区委員会

会長 鈴木 正 
 

 
・・地地域域ののここどどももたたちちのの安安心心安安全全

・・地地域域にに根根差差ししたた青青少少年年のの育育成成
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青少年対策池上地区委員会

■会長挨拶

■目標

■年間活動報告

月 日 行事名 参加人数

５月 日 ジュニア・リーダー・クラブ総会 人

５月 日 理事会 人

６月２日 理事会・総会 人

８月 日 参加行事／池上まつり 人

９月 日 ジュニア・リーダー・クラブ研修会 人

９月 、 日 池上プラネタリウム教室 人

９月 日 後援事業／池小フェスタ 人

月 日 池上スポーツまつり 人

月３日 地域ふれあいコンサート 人

月 日 参加行事／いけいけハートフルフェスタ ７人

月 日 理事会 人

月 日 ジュニア・リーダー・クラブ交流会 人

１月 日 新年懇談会 人

２月 日 委員研修会 人

３月 広報誌「青少対いけがみ」発行 部

３月 日 ジュニア・リーダー・クラブ バスハイク 人

 

「「地地域域でで育育むむ、、地地域域のの宝宝」」「「地地域域でで育育むむ、、地地域域のの宝宝」」

青少年対策池上地区委員会

会長 秋庭 寿栄

少青少年対策池上地区委員会は、地域の の自治会・町会、小学校３校、

中学校２校、各学校のＰＴＡ、民生児童委員、保護司の各団体から選出

された委員と、有識者、青少年委員、スポーツ推進委員などで構成されて

います。

新型コロナウイルスの位置づけが５類へと移行したのに伴い、今年度は

いろいろな行事を再開することができました。４年ぶりの開催となる行事

もあり、委員も戸惑いつつも、参加者の皆様の笑顔に喜びを感じました。

今後も地域の皆様のご理解ご支援を賜り発展できればと思っております。
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■振り返り

◎◎池池上上ププララネネタタリリウウムム教教室室 令令和和５５年年９９月月 日日、、 日日 場場所所 池池上上会会館館

４年ぶりに、池上地区内全小学校の４年生

を対象にプラネタリウム教室を開催しまし

た。

子どもたちは、自分の背丈の何倍もある大

きなエアドームに歓声を上げていました。

理科の授業で星を勉強している４年生に

とって、星の動きや星座への理解をより深め

られる良い機会になりました。

◎◎池池上上ススポポーーツツままつつりり 令令和和５５年年 月月 日日（（日日）） 場場所所 池池上上文文化化セセンンタターー

区民スポーツまつりの一環として、今年

度はボッチャ交流会を開催しました。悪天

候の中、小学生や自治会町会、ジュニアリ

ーダーなど１６０名が集まりました。

年齢などにかかわらず誰でも参加でき

るボッチャというスポーツを通じて、様々

な年代の方々が交流し、地域の絆を深める

ことができました。

◎◎地地域域ふふれれああいいココンンササーートト 令令和和５５年年 月月 日日（（金金・・祝祝）） 場場所所 池池上上会会館館

音楽を通して地域の方々の交流

を図りました。４年ぶりの開催と

なりましたが、保育園、小中学校、

福祉園、地域の方々など 団体に

出演していただくことができまし

た。多くの方にお越しいただき、最

後には来場者も一緒に「サザエさ

ん」を合唱し、楽しいひと時を過ご

すことができました。

◎◎ジジュュニニアアリリーーダダーーククララブブ交交流流会会 令令和和５５年年 月月 日日（（日日））場場所所 池池上上会会館館

池上ジュニア・リーダー・クラブ主催の交流会

を開催しました。交流会は企画から、準備、当

日の運営まですべてジュニア・リーダーが行

います。当日は、リーダー講習会に参加した小

学生と一緒に、料理やゲーム、プレゼント交換

などをして楽しみました。

青少年対策池上地区委員会

■会長挨拶

■目標

■年間活動報告

月 日 行事名 参加人数

５月 日 ジュニア・リーダー・クラブ総会 人

５月 日 理事会 人

６月２日 理事会・総会 人

８月 日 参加行事／池上まつり 人

９月 日 ジュニア・リーダー・クラブ研修会 人

９月 、 日 池上プラネタリウム教室 人

９月 日 後援事業／池小フェスタ 人

月 日 池上スポーツまつり 人

月３日 地域ふれあいコンサート 人

月 日 参加行事／いけいけハートフルフェスタ ７人

月 日 理事会 人

月 日 ジュニア・リーダー・クラブ交流会 人

１月 日 新年懇談会 人

２月 日 委員研修会 人

３月 広報誌「青少対いけがみ」発行 部

３月 日 ジュニア・リーダー・クラブ バスハイク 人

 

「「地地域域でで育育むむ、、地地域域のの宝宝」」「「地地域域でで育育むむ、、地地域域のの宝宝」」

青少年対策池上地区委員会

会長 秋庭 寿栄

少青少年対策池上地区委員会は、地域の の自治会・町会、小学校３校、

中学校２校、各学校のＰＴＡ、民生児童委員、保護司の各団体から選出

された委員と、有識者、青少年委員、スポーツ推進委員などで構成されて

います。

新型コロナウイルスの位置づけが５類へと移行したのに伴い、今年度は

いろいろな行事を再開することができました。４年ぶりの開催となる行事

もあり、委員も戸惑いつつも、参加者の皆様の笑顔に喜びを感じました。

今後も地域の皆様のご理解ご支援を賜り発展できればと思っております。
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青少年対策新井宿地区委員会

■会長挨拶

新井宿地区は８つの自治会・町会があり、とても家族的な雰囲気を持ち、

何かとまとまりやすいところです。

その中で新井宿青少対は、「青少年の健全育成」を目的に、地域力推進

の一翼を担っております。年間を通して数々のふれあいや様々な体験の中

で、子どもたちが心と体を健全で豊かにしてくれることを願っています。

とりわけ、子どもたちに大人気の事業「農業体験」、「地区スポーツの集

い」には力を注いでいます。

子どもたちが楽しみながら健やかに成長する支援を、今後も精力的

に行っていきたいと思います。

■目標

■年間活動報告

月 日 行事名 参加人数

月 日 理事会〈新井宿特別出張所〉 人

５月 日 総会〈新井宿特別出張所〉 人

５月 日

９月３日

農業体験学習

田植え、稲刈り〈千葉県南房総市〉
人

９月１日 広報誌発行 ―

月 日 ソフトボール教室〈大森第三中学校〉 人

月 日 環境浄化運動〈新井宿管内〉 人

月 日 ドッジボール大会〈大森第三中学校〉 人

令和６年

月 日
落語を聞く会〈大田文化の森〉 人

令和６年

２月８日
地区集会〈新井宿特別出張所〉 人

令和６年

２月 日
委員研修〈横浜方面〉 人

奇数月 定例会〈新井宿特別出張所〉 人

新井宿の地域に子どもたちの元気な声が飛び交う、それをとりまく大人たちの温か

い眼差しが子どもを守る

青少年対策新井宿地区委員会

会長 和田 芳明
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■振り返り

◎◎農農業業体体験験学学習習 田田植植ええ５５月月 日日（（日日））・・稲稲刈刈りり９９月月３３日日（（日日））

〈〈千千葉葉県県南南房房総総市市〉〉

千葉県南房総市にて農業体験学習を実施しました。新井宿地区内３つの小

学校児童、青少対委員ら総勢 名が参加しました

５月の田植えでは、田んぼいっぱいに苗を植えました。「普段はできない貴

重な体験ができた」と喜んでもらうことができました。

９月には慣れない鎌を使いながら、大きく実った稲の刈り取りを行いまし

た。

◎◎落落語語をを聞聞くく会会 令令和和６６年年 月月 日日（（日日）） 〈〈大大田田文文化化のの森森〉〉

子どもたちに日本の古典芸能を体験してもらうことを目的に、「落語を聞く

会」を実施しました。当日は、児童・保護者ら 名の参加がありました。

当日は、新井宿地区在住である、落語家の方に高座を行っていただきました。

落語を聞くだけでなく、落語に関する様々な知識を教えていただくことがで

きました。

質疑応答では、参加した子どもや保護者からの様々な質問を通して、楽しく

交流をすることができ、身近にわかりやすく落語について学び、日本の古典芸

能を体験する貴重な機会となりました。

青少年対策新井宿地区委員会

■会長挨拶

新井宿地区は８つの自治会・町会があり、とても家族的な雰囲気を持ち、

何かとまとまりやすいところです。

その中で新井宿青少対は、「青少年の健全育成」を目的に、地域力推進

の一翼を担っております。年間を通して数々のふれあいや様々な体験の中

で、子どもたちが心と体を健全で豊かにしてくれることを願っています。

とりわけ、子どもたちに大人気の事業「農業体験」、「地区スポーツの集

い」には力を注いでいます。

子どもたちが楽しみながら健やかに成長する支援を、今後も精力的

に行っていきたいと思います。

■目標

■年間活動報告

月 日 行事名 参加人数

月 日 理事会〈新井宿特別出張所〉 人

５月 日 総会〈新井宿特別出張所〉 人

５月 日

９月３日

農業体験学習

田植え、稲刈り〈千葉県南房総市〉
人

９月１日 広報誌発行 ―

月 日 ソフトボール教室〈大森第三中学校〉 人

月 日 環境浄化運動〈新井宿管内〉 人

月 日 ドッジボール大会〈大森第三中学校〉 人

令和６年

月 日
落語を聞く会〈大田文化の森〉 人

令和６年

２月８日
地区集会〈新井宿特別出張所〉 人

令和６年

２月 日
委員研修〈横浜方面〉 人

奇数月 定例会〈新井宿特別出張所〉 人

新井宿の地域に子どもたちの元気な声が飛び交う、それをとりまく大人たちの温か

い眼差しが子どもを守る

青少年対策新井宿地区委員会

会長 和田 芳明
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青少年対策嶺町地区委員会

■会長挨拶

令和５年度は、新型コロナが５類に移行したことを受け、皆様

のご協力の下、今まで行っていた木工教室・子ども夏まつり・デ

イキャンプの３つの事業に加えて委員研修会等すべて実施する

ことができました。子どもたちの成長へのお手伝いができたこ

とをうれしく思います。

今後も、子どもたちが笑顔で安心して行事に参加できる

よう、地域の方々の協力を得ながら、様々なイベントに取り

組んでまいりたいと思います。引き続き皆様のご理解とご協

力の程、よろしくお願い申し上げます。

■目標

■年間活動報告

月 日 行事名 参加人数

７月 日 みねまち親子木工教室 親子 組

８月 日 子ども夏まつり 人

９月 日 デイキャンプ
小学生

他 人

２月５日～ 日 ぐるっと５町会！みねまちクイズラリー 人

２月 日 委員研修会 ミニコンサート 人

３月 日 広報誌「嶺風」 号発行 部

こどもの国にて

令和５年９月 日

地域に在住・在学する子どもを対象に、地域内の結束力の向上及び親子間の

絆を深めることを目標とし、子どもたちが楽しめるような行事を行う。

青少年対策嶺町地区委員会

会長 相原 彌津枝
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■振り返り

令和５年度は、新型コロナウイルスの影響で行えていなかったイベントを復

活させることができ、多くの子どもたちの笑顔をみることができました。

【【みみねねままちち親親子子木木工工教教室室】】

令和５年度は、４年ぶりに嶺町集会室にて開催する

ことができました。東調布建築組合のご協力のもとペ

ン立てを作成し、親子が力を合わせて工作に取り組み

ました。親子の絆を再確認できる充実のイベントとな

りました。

できあがったペン立てに家で色を塗ったりして、夏

休みの自由研究の作品として提出した子もいました。

【【子子どどもも夏夏ままつつりり】】

スイカ割り・ヨーヨー釣り・キャンデ

ィレイ作り・ジュニアリーダーによる

お化け屋敷などの催しを行い、のべ

人を超える方々に参加いただき

ました。

参加者からは「来年も絶対参加す

る！」といった声があがる大盛況の１

日となりました。

【【デデイイキキャャンンププ】】

神奈川県にある、「こどもの国」にバ

スで向かい、飯ごう炊さんでのカレー

作りを行いました。まきを使った火お

こしなど、いろいろな経験をしました。

慣れない作業に苦戦しつつも、ジュニ

アリーダーと力を合わせてカレーを作

り、班のみんなでおいしく食べること

ができました。

学校や学年の枠を超えた交流を経て、「新しい友達をつくることができた」

という喜びの声を聞くことができました。

青少年対策嶺町地区委員会

■会長挨拶

令和５年度は、新型コロナが５類に移行したことを受け、皆様

のご協力の下、今まで行っていた木工教室・子ども夏まつり・デ

イキャンプの３つの事業に加えて委員研修会等すべて実施する

ことができました。子どもたちの成長へのお手伝いができたこ

とをうれしく思います。

今後も、子どもたちが笑顔で安心して行事に参加できる

よう、地域の方々の協力を得ながら、様々なイベントに取り

組んでまいりたいと思います。引き続き皆様のご理解とご協

力の程、よろしくお願い申し上げます。

■目標

■年間活動報告

月 日 行事名 参加人数

７月 日 みねまち親子木工教室 親子 組

８月 日 子ども夏まつり 人

９月 日 デイキャンプ
小学生

他 人

２月５日～ 日 ぐるっと５町会！みねまちクイズラリー 人

２月 日 委員研修会 ミニコンサート 人

３月 日 広報誌「嶺風」 号発行 部

こどもの国にて

令和５年９月 日

地域に在住・在学する子どもを対象に、地域内の結束力の向上及び親子間の

絆を深めることを目標とし、子どもたちが楽しめるような行事を行う。

青少年対策嶺町地区委員会

会長 相原 彌津枝
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青少年対策田園調布地区委員会

■■会会長長挨挨拶拶

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

■■目目標標

 

 
 

■■年年間間活活動動報報告告

実施月 活動名 参加人数

５月
田園調布小学校田おこし手伝い

ジュニアリーダー顔合わせ
30 名

７月 広報誌「田園調布だよりＮｏ．４０」発行

７月 ジュニアリーダーデイキャンプ 25 名

７月
田園調布小学校わくわくスクール工作教室

調布大塚小学校お楽しみスクール工作教室
105 名

７月 田園調布小学校星空観測会手伝い 28 名

８月 せせらぎ公園大田っ子体操手伝い 12 名

９月 ジュニアリーダー宿泊研修 30 名

11 月 青少対まつり 約 200 名

12 月 武隈親方講演会 80 名

12 月 田園調布中学校落ち葉清掃 30 名

１月 バスツアー 三浦半島日帰り 87 名

３月 青少年表彰式 7名

  

日頃より、青少年対策田園調布地区委員会にご理解ご協力いただき厚く御礼申し上げます。

令和五年度より当地区委員会の会長を拝命しました齊藤一郎です。

近年委員のみなさんのご協力により、ジュニアリーダーの人数が大幅に増えました。

幸い、田園調布地区には、田園調布せせらぎ公園やせせらぎ館があり、今後は体育館も完成

する予定となっており、活動場所には恵まれています。

今年度におきましても、恵まれた活動環境生かしながら、様々な

活動を実施していきたいと思います。

また、この 20年間でスマートフォン等が普及し、情報の伝わり方

がインターネット等の SNS 中心になってきました。弊害に気をつけて

利用していきたいと思います。今後ともよろしくお願いします。

青少年対策田園調布地区委員会 会長 齊藤 一郎

「「子子どどももたたちちののたためめにに今今ででききるるここととをを！！」」
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■■振振りり返返りり//次次年年度度にに向向けけてて

 
○○ジジュュニニアアリリーーダダーー宿宿泊泊研研修修

まだまだ暑い 9/16(土)17(日)、ゆいっつでジュニアリーダー宿泊研修をおこないました。

今年度は中１リーダー申し込みが 18 名！人数が大幅に増えたこともあり、

大田区社会教育主事の方に指導者として参加していただきました。

車座になっての話し合い、モルック大会、キャンプファイアー、飯盒炊爨でのカレー作り、

うまくいくこと、いかないこと、助けあいながら、お互いを知る有意義な２日間になりまし

た。来年度は、企画の段階から、リーダーたちと組み立てていきたいです。

 

○○青青少少対対ままつつりり

今年で２回目になる青少対まつり、11/3(金・祝)にせせらぎ公園、せせらぎ館でおこない

ました。遊びに来てくださった皆さま、ありがとうございました。

館内では手作りコーナー、ボッチャ体験会、公園ではウォークラリー大会、スライム作り、

ビーズコーナーを開催。とてもいい天気だったのですが、三連休の初日ということもあり、

来場者が少なかったように感じました。そのため、来年度は日程を検討したいと思います。

 

 

 

 

 

○○ババススツツアアーー

 日 、観音崎自然博物館見学、いちご狩り（津久井浜観光農園）、ピザ作り（ソレイユの丘）

バス２台で三浦半島バスツアーに行ってきました。

あいにくの雨でしたが、さわれる生き物コーナーもある自然博物館を見学！

それは甘くて絶品紅ほっぺ 30 分食べ放題のいちご狩り！

生地をひろげてトッピング、焼きたてをほおばるピザ手作り体験！

もりだくさんの一日を過ごしてきました。ツアー中はジュニアリーダーが班長として小学

生を引率し、とても良い経験になったと思います。

 

青少年対策田園調布地区委員会

■■会会長長挨挨拶拶

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

■■目目標標

 

 
 

■■年年間間活活動動報報告告

実施月 活動名 参加人数

５月
田園調布小学校田おこし手伝い

ジュニアリーダー顔合わせ
30 名

７月 広報誌「田園調布だよりＮｏ．４０」発行

７月 ジュニアリーダーデイキャンプ 25 名

７月
田園調布小学校わくわくスクール工作教室

調布大塚小学校お楽しみスクール工作教室
105 名

７月 田園調布小学校星空観測会手伝い 28 名

８月 せせらぎ公園大田っ子体操手伝い 12 名

９月 ジュニアリーダー宿泊研修 30 名

11 月 青少対まつり 約 200 名

12 月 武隈親方講演会 80 名

12 月 田園調布中学校落ち葉清掃 30 名

１月 バスツアー 三浦半島日帰り 87 名

３月 青少年表彰式 7名

  

日頃より、青少年対策田園調布地区委員会にご理解ご協力いただき厚く御礼申し上げます。

令和五年度より当地区委員会の会長を拝命しました齊藤一郎です。

近年委員のみなさんのご協力により、ジュニアリーダーの人数が大幅に増えました。

幸い、田園調布地区には、田園調布せせらぎ公園やせせらぎ館があり、今後は体育館も完成

する予定となっており、活動場所には恵まれています。

今年度におきましても、恵まれた活動環境生かしながら、様々な

活動を実施していきたいと思います。

また、この 20年間でスマートフォン等が普及し、情報の伝わり方

がインターネット等の SNS 中心になってきました。弊害に気をつけて

利用していきたいと思います。今後ともよろしくお願いします。

青少年対策田園調布地区委員会 会長 齊藤 一郎

「「子子どどももたたちちののたためめにに今今ででききるるここととをを！！」」
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青少年対策鵜の木地区委員会

■会長挨拶

四年のブランクを乗り越えて、青少年対策鵜の木地区委員会の活動が

再始動いたしました。コロナ禍で活動のなかった子ども達でしたが、今

年度は４年ぶりに「鵜の木地区連合運動会」や「こどもデイキャンプ」

などの行事も実施することができ、地域に子ども達の笑顔が溢れました。

このように変則的ですが、徐々に以前の活動に近づきつつあります。

子ども達の未来のために、引き続き皆様の御支援と御協力をいただけます

よう、お願いいたします。

■目標

■年間活動報告

月 日 行事名 月 日 行事名

理事会・総会 名
嶺町文化センターまつり

青少対活動パネル出展

講演会・フラワーアレンジメント

名

・こどもデイキャンプ 名

・ジュニアリーダー・高学年会

「こどもデイキャンプ参加」

ジュニアリーダー・高学年会

「今後の計画立て」
理事会 名

夏休み子ども会

【東調布第三小学校】 約 名

第 回こちらこどもクラブ

「クリスマス会」

夏休み子ども会

【千鳥小学校】 約 名

第 回こちらこどもクラブ

「くじ引きの旅ウォークラリー」

ジュニアリーダー・高学年会

「お祭り準備・お菓子買い出し」

第 回こちらこどもクラブ

「ドミノ倒し・モルック等」

ジュニアリーダー・高学年会

「お祭り出店 こどもゲームセンター 」
新春懇親会 名

夏休み子ども会

【嶺町小学校】 約 名
鵜の木地区ミニバスケットボール大会

第 回こちらこどもクラブ

「バルーン作り」

第 回こちらこどもクラブ

「表彰状授与式」

第 回鵜の木地区連合運動会 約 名 月 広報紙「うのき」発行

・第 回こちらこどもクラブ

・ジュニアリーダー・高学年会

「デイキャンプ予習」

「「ここどどもものの活活躍躍すするる機機会会ををよよりり多多くく提提供供すするる 鵜鵜のの木木青青少少対対」」

青少年対策鵜の木地区委員会

会長 近藤 好秀
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◎◎ここどどももデデイイキキャャンンププ

鵜の木地区管内３小学校の児童を対象に、平和島

公園でデイキャンプを行う企画です。今年度は管内

の３つの小学校から 名が参加し、ジュニアリーダ

ー、青少対委員の方々を含め、総勢 名での実施

となりました。

キャンプ場では児童たちが、ジュニアリーダーや

青少対の方々に教わりながら、野菜を切ったり、飯

盒でお米を炊いたりするなど一生懸命カレーを作っ

ていました。

◎◎ここちちららここどどももククララブブ

こちらこどもクラブは、ジュニアリーダーの育成を

目的として、青少年対策鵜の木地区委員会が運営する

地域子ども会です。対象は小学１年生から中学・高校

・大学生までで、誰でも参加することができる希望加

入制の会です。

青少対ジュニアリーダー育成部員とジュニアリーダ

ー 中高生 たちの企画で、今年度はコロナの影響によ

り年度途中から全体活動やジュニアリーダー高学年会

を実施しています。

■振り返り

◎◎第第２２７７回回鵜鵜のの木木地地区区連連合合運運動動会会

おっかけ玉入れや町会対抗競技をはじめとした

種類の競技に加え、お昼休みには東京高校チアリー

ディング部の演技や町会太鼓の演奏も行われました。

さらに今年は、保健所が健康ブースを出展するなど

たくさんの方々が参加されました。

大森第七中学校のボランティア生徒の皆さんにも

活躍いただき、その熱心な働きぶりに運営スタッフ

の皆様も感嘆した様子でした。

町会、学校関係者、実行委員会など多くの方のご

協力により、小さなお子さんから大人まで全力で楽

しんで参加していたように感じました。

青少年対策鵜の木地区委員会

■会長挨拶

四年のブランクを乗り越えて、青少年対策鵜の木地区委員会の活動が

再始動いたしました。コロナ禍で活動のなかった子ども達でしたが、今

年度は４年ぶりに「鵜の木地区連合運動会」や「こどもデイキャンプ」

などの行事も実施することができ、地域に子ども達の笑顔が溢れました。

このように変則的ですが、徐々に以前の活動に近づきつつあります。

子ども達の未来のために、引き続き皆様の御支援と御協力をいただけます

よう、お願いいたします。

■目標

■年間活動報告

月 日 行事名 月 日 行事名

理事会・総会 名
嶺町文化センターまつり

青少対活動パネル出展

講演会・フラワーアレンジメント

名

・こどもデイキャンプ 名

・ジュニアリーダー・高学年会

「こどもデイキャンプ参加」

ジュニアリーダー・高学年会

「今後の計画立て」
理事会 名

夏休み子ども会

【東調布第三小学校】 約 名

第 回こちらこどもクラブ

「クリスマス会」

夏休み子ども会

【千鳥小学校】 約 名

第 回こちらこどもクラブ

「くじ引きの旅ウォークラリー」

ジュニアリーダー・高学年会

「お祭り準備・お菓子買い出し」

第 回こちらこどもクラブ

「ドミノ倒し・モルック等」

ジュニアリーダー・高学年会

「お祭り出店 こどもゲームセンター 」
新春懇親会 名

夏休み子ども会

【嶺町小学校】 約 名
鵜の木地区ミニバスケットボール大会

第 回こちらこどもクラブ

「バルーン作り」

第 回こちらこどもクラブ

「表彰状授与式」

第 回鵜の木地区連合運動会 約 名 月 広報紙「うのき」発行

・第 回こちらこどもクラブ

・ジュニアリーダー・高学年会

「デイキャンプ予習」

「「ここどどもものの活活躍躍すするる機機会会ををよよりり多多くく提提供供すするる 鵜鵜のの木木青青少少対対」」

青少年対策鵜の木地区委員会

会長 近藤 好秀
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青少年対策久が原地区委員会

■会長挨拶

令和５年度は夏休み宿泊体験ツアーから活動が始まりまし

た。特に、４年ぶりの“ふれあい久が原大運動会”の参加者がコ

ロナ前よりも多く楽しんでもらえました。 月に新企画、“親子

で味わう！秋の味覚”と題して、野外で皆さんと焼き芋や栗ご飯

などを美味しくいただきました。

また、３月には大森十中でオーボエ奏者の三木サトルさんの

コンサート、そして久が原の街歩きも実施いたしました。

■目標

■年間活動報告

月 日 行事名 参加人数

４月 広報誌「けやき」発行

４月 日 大田区子どもガーデンパーティー 洗足池会場 開催中止

５月 日 理事会 名

５月 日 総会 名

７月 日 松仙小 夏休みワクワクスクール 名

７月 日～

７月 日

８月 日～

８月 日

夏休みラジオ体操 久原小・松仙小 参加者多数

８月 日

～ 日
夏休み宿泊体験バスツアー 名

８月 日 久が原児童館なつまつり 参加者多数

月１日 ふれあい久が原大運動会 名

月 日 親子で味わう！秋の味覚 名

３月８日 三木サトルさんのオーボエコンサート 名

３月 日 久が原いいとこ見つけ隊 名

通年
全体会 年 回

久が原地区ジュニアリーダークラブの活動

（毎月１回の定例会と地域行事のボランティア）

青少対事業を通して、地域の子供たちに自主性、想像力、冒険心を養わせ、また、人

とのかかわりを学ぶ中で、協調心、忍耐力、他人を思いやる心を育てていく。

青少年対策久が原地区委員会

会長 種田 なおみ
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■振り返り

新型コロナウイルス感染症の影響で中止が続いており、４年ぶりの開催とな

りました。

２日間の日程で茨城県立白浜少年自然の家に行き、キャンプファイヤーや野

外でのカレー作りなどを体験し夏休みの楽しい思い出ができました。

やきいもや豚汁、栗ご飯、ホイル焼きといった秋の味覚を味わうイベントです。

ホイル焼きの具材はサンマ・シャケ・鶏肉から好きなものを選び、自分だけの

ホイル焼きを作りました。

天気にも恵まれ、親子で楽しい時間を過ごしました。

夏休み宿泊体験バスツアー

親子で味わう！秋の味覚

青少年対策久が原地区委員会

■会長挨拶

令和５年度は夏休み宿泊体験ツアーから活動が始まりまし

た。特に、４年ぶりの“ふれあい久が原大運動会”の参加者がコ

ロナ前よりも多く楽しんでもらえました。 月に新企画、“親子

で味わう！秋の味覚”と題して、野外で皆さんと焼き芋や栗ご飯

などを美味しくいただきました。

また、３月には大森十中でオーボエ奏者の三木サトルさんの

コンサート、そして久が原の街歩きも実施いたしました。

■目標

■年間活動報告

月 日 行事名 参加人数

４月 広報誌「けやき」発行

４月 日 大田区子どもガーデンパーティー 洗足池会場 開催中止

５月 日 理事会 名

５月 日 総会 名

７月 日 松仙小 夏休みワクワクスクール 名

７月 日～

７月 日

８月 日～

８月 日

夏休みラジオ体操 久原小・松仙小 参加者多数

８月 日

～ 日
夏休み宿泊体験バスツアー 名

８月 日 久が原児童館なつまつり 参加者多数

月１日 ふれあい久が原大運動会 名

月 日 親子で味わう！秋の味覚 名

３月８日 三木サトルさんのオーボエコンサート 名

３月 日 久が原いいとこ見つけ隊 名

通年
全体会 年 回

久が原地区ジュニアリーダークラブの活動

（毎月１回の定例会と地域行事のボランティア）

青少対事業を通して、地域の子供たちに自主性、想像力、冒険心を養わせ、また、人

とのかかわりを学ぶ中で、協調心、忍耐力、他人を思いやる心を育てていく。

青少年対策久が原地区委員会

会長 種田 なおみ
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青少年対策雪谷地区委員会

■会会長長挨挨拶拶

■目目標標

■■年年間間活活動動報報告告

月 日 行事名 参加人数

４月 日 役員会 人

５月５日 第 回少年野球大会 人

５月 日 総会・懇親会 人

６月１日 雪谷青少対だより「ゆきがや」発行 部

６月 日 全体会 人

８月 日

～ 日
子ども夏のつどい 人

月 日 研修部施設見学会 人

月 日 第 回サッカー大会 人

月 日 役員会 人

月 日 全体会 人

１月 日 新年会 人

２月２日 役員会 人

３月 日 全体会 人

「地域の活性化に向けた青少年の育成」

①子ども会づくりの推進 ②地域青少年の体力づくりの推進 ③地域環境浄化の推進

青少年対策雪谷地区委員会

会長 石垣 晴子

雪谷青少対は、自治会、小・中学校、ＰＴＡ、民生

委員、保護司などから選ばれた 名の委員で構成され

ております。

私たちは、子どもたちが健やかに思いやりをもって

成長していけるような環境をつくるために、地区全体

で力を合わせて活動しています。

今後も地域の皆様のご理解・ご協力をいただき、青少

対活動を通し、雪谷地区を盛り上げていきたいと考え

ております。どうぞよろしくお願いいたします。
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■振り返り

【第 回少年野球大会（５月５日）】

４年ぶりの開催となる少年野球大会を

開催しました。雪谷地区の野球チーム３

チームが参加し、試合を行いました。

今年度は、約 名の小学生選手が参加

し、お互いに交流を深めました。

【ゆきがや子ども夏のつどい

（８月 日～ 日）】

茨城県「さしま少年自然の家」にて、

ゆきがや子ども夏のつどいを開催しまし

た。小学校３年生から６年生までの、

名が参加しました。

ジュニアリーダーによるレクリエーシ

ョンやキャンプファイヤーを行いまし

た。昼食では飯盒炊爨でカレーライスを

作りました。

 

【第 回サッカー大会（ 月 日）】

サッカー大会を開催しました。雪谷

地区のサッカーチーム３チームが参加

し、試合を行いました。当日は、約

名の選手が参加し、交流を深めました。

 

【研修部施設見学会（ 月 日）】

雪谷青少対研修部主催の施設見学会

が開催されました。東京臨海広域防災公

園にて、防災体験学習をしました。さま

ざまな体験をすることができ、勉強にな

りました。

 

青少年対策雪谷地区委員会

■会会長長挨挨拶拶

■目目標標

■■年年間間活活動動報報告告

月 日 行事名 参加人数

４月 日 役員会 人

５月５日 第 回少年野球大会 人

５月 日 総会・懇親会 人

６月１日 雪谷青少対だより「ゆきがや」発行 部

６月 日 全体会 人

８月 日

～ 日
子ども夏のつどい 人

月 日 研修部施設見学会 人

月 日 第 回サッカー大会 人

月 日 役員会 人

月 日 全体会 人

１月 日 新年会 人

２月２日 役員会 人

３月 日 全体会 人

「地域の活性化に向けた青少年の育成」

①子ども会づくりの推進 ②地域青少年の体力づくりの推進 ③地域環境浄化の推進

青少年対策雪谷地区委員会

会長 石垣 晴子

雪谷青少対は、自治会、小・中学校、ＰＴＡ、民生

委員、保護司などから選ばれた 名の委員で構成され

ております。

私たちは、子どもたちが健やかに思いやりをもって

成長していけるような環境をつくるために、地区全体

で力を合わせて活動しています。

今後も地域の皆様のご理解・ご協力をいただき、青少

対活動を通し、雪谷地区を盛り上げていきたいと考え

ております。どうぞよろしくお願いいたします。
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青少年対策千束地区委員会

■会長挨拶

■年間活動報告

実施月 活動名 参加人数

４月 第 回千束地区春季少年野球大会 全 チーム

５月 総会

青少対会議１回目

６月 青少対会議２回目

７月 飯ごう炊さんとカレーづくり

青少対会議３回目

第 回調布地区少年野球大会

名

８月 早起き子ども会

夏休み子ども映画会

名

名

９月 第 回千束地区秋季少年野球大会

青少対会議４回目

全 チーム

１０月 自然と親しむ会

青少対会議５回目

第 回千束地区スポーツ祭り

名

名

１１月 委員研修講演会 名

１２月 手づくり教室 名

１月 青少対会議６回目

２月 理事会

第 回洗足池マラソン大会 名

３月 木工教室

広報誌『千束だより』発行

名

青少年対策千束地区委員会

会長 櫻井 汎

 
青少年対策千束地区委員会は、自治会・町会などの各団

体から選出された委員、青少年委員・スポーツ推進委員

の、総勢 名で構成され、各種事業を実施しています。

長年にわたる青少対活動にご理解・ご協力をいただい

ている地域の皆様、関係者の皆様に感謝を申し上げ、子ど

もたちが健やかにたくましく育っていける地域づくりを

目指して精進して参ります。
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■早早起起きき子子どどもも会会 ８月１日（火）～８月７日（月） 千束八幡神社

■■自自然然とと親親ししむむ会会 月１日（日） 津久井浜観光農園・ソレイユの丘

■■手手づづくくりり教教室室 月３日（日）千束特別出張所

■第第 回回洗洗足足池池ママララソソンン大大会会 ２月 日（日）洗足池周辺

８月１日から７日まで、千束八幡神社にて早起

き子ども会を実施しました。一週間で延べ 名

が参加しました。朝の早い時間から子どもたちが

参加し、八幡神社はにぎわっていました。一週間の

あいだ早起きして体を動かすことで、夏休みのい

いスタートを切ることができたのではないでしょ

うか。

今年度の手づくり教室には、 名の子どもたち

が参加し、クリスマスプレートとクリスマスリース

作りに挑戦しました。

プレートにきれいにペーパーを貼ったり、慣れな

いワイヤーの加工をしたり、大変な部分もありまし

たが、子どもたちは一生懸命取り組んでいました。

ボランティアの中学生たちにも助けてもらいなが

らひとつひとつ丁寧に作ることができました。

毎年、野球協会主催で行っているマラソン大会

です。

４年ぶりに全学年のレースが復活しました。

大会当日は、洗足池公園子ども広場をスタート

し、学年ごとに決められた回数だけ洗足池周辺を

周回します。子どもたちは一生懸命ゴールを目指

していました。

４年ぶりの開催となり、 名の子どもたちが参

加しました。津久井浜観光農園にて芋ほり体験を行

い、大きいお芋をたくさん掘ることができました。

ソレイユの丘ではピザ作りを行い、それぞれこだわ

ってピザの盛り付けをし、美味しいピザが出来上が

りました。秋の良い思い出になりました。

青少年対策千束地区委員会

■会長挨拶

■年間活動報告

実施月 活動名 参加人数

４月 第 回千束地区春季少年野球大会 全 チーム

５月 総会

青少対会議１回目

６月 青少対会議２回目

７月 飯ごう炊さんとカレーづくり

青少対会議３回目

第 回調布地区少年野球大会

名

８月 早起き子ども会

夏休み子ども映画会

名

名

９月 第 回千束地区秋季少年野球大会

青少対会議４回目

全 チーム

１０月 自然と親しむ会

青少対会議５回目

第 回千束地区スポーツ祭り

名

名

１１月 委員研修講演会 名

１２月 手づくり教室 名

１月 青少対会議６回目

２月 理事会

第 回洗足池マラソン大会 名

３月 木工教室

広報誌『千束だより』発行

名

青少年対策千束地区委員会

会長 櫻井 汎

 
青少年対策千束地区委員会は、自治会・町会などの各団

体から選出された委員、青少年委員・スポーツ推進委員

の、総勢 名で構成され、各種事業を実施しています。

長年にわたる青少対活動にご理解・ご協力をいただい

ている地域の皆様、関係者の皆様に感謝を申し上げ、子ど

もたちが健やかにたくましく育っていける地域づくりを

目指して精進して参ります。
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青少年対策糀谷地区委員会

■会長挨拶

青少年対策糀谷地区委員会は、地域の自治会・町会、小・中

学校、ＰＴＡ、民生委員児童委員協議会、保護司会など各団体

から選出された委員と青少年委員、スポーツ推進委員、地域

リーダーによる７４名の委員で構成されています。

そして、総務部、広報部、青年部、少年部の部会制をとり、

委員会内に組織されているジュニアクラブ育成会とも連携し

て、子どもガーデンパーティー、連合運動会、子どもフェス

ティバルなど様々な活動を行っています。

実施した事業の一部をご紹介いたします。

■年間活動報告

月 行事名 参加人数

６月 令和４・５年度青少年対策糀谷地区委員会総会 ４８人

６月 糀谷地区小中学校ＰＴＡ懇談会 ３１人

６月 青少対糀谷地区だよりＮｏ．８５

７月 男子ソフトボール春季大会 雨のため中止

１０月 第６２回糀谷地区連合運動会 約１，１５５人

１０月 第３８回糀谷地区子どもフェスティバル ４６７人

１１月 男子ソフトボール秋季大会 １２０人

１１月 インディアカ大会 １８人

１２月 第４４回秋季野球・ソフトボール大会 ２００人

１２月 こどもクリスマス会 ７０人

１月 第６回糀谷クリーンピック １３５人

１月 第４４回お別れソフトボール大会 雨のため中止

１月 青少対糀谷地区だよりＮｏ．８６

２月 第２９回お別れドッジボール大会 ５５人

３月 第３７回連合町会杯新人戦 １５０人

青少年対策糀谷地区委員会

会長 松原 敏彦
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■振り返り

◎◎第第６６２２回回糀糀谷谷地地区区連連合合運運動動会会

令令和和５５年年１１００月月１１日日（（日日））

４年ぶりの１日開催となり、新型コロ

ナウイルス感染症流行以前と変わらぬ

盛り上がりとなりました。

個人種目の他、糀谷地区１０の自治

会・町会で競われる町会対抗種目では日

頃の練習の成果が発揮され、最後の競技

までどの町会が優勝するかわからない

接戦となり、声援にも熱が入りました。

また、糀谷中学校の生徒による、和太鼓

と軽音楽の発表もありました。

◎◎第第３３８８回回糀糀谷谷地地区区子子どどももフフェェスステティィババルル

令令和和５５年年１１００月月２２９９日日（（日日））

第３８回糀谷地区子どもフェスティ

バルが糀谷文化センターと西糀谷さざ

んか公園で開催されました。当日は晴天

に恵まれ、４６７名の子どもたちが元気

に参加し、楽しい時間を過ごしました。

今回で３８回を迎えたこのフェスティ

バルは、次回以降も青少年対策糀谷地区

委員会を中心に、地域の方々と連携しな

がら、より多くの 子どもたちが楽しめ

る催しとして盛り上げていきます。

◎◎第第６６回回糀糀谷谷ククリリーーンンピピッックク

令令和和６６年年１１月月２２８８日日（（日日））

糀谷クリーンピックは、糀谷地区美化

推進を目指して、３～５名で１チームと

し、制限時間内に定められたエリア内で

拾ったごみの重さを競い合います。

当日は３３チーム、１３５名の方が参

加され、当日拾ったごみの総量はなんと、

約１１０キログラムにもなりました。

また、開催してほしいとの意見も多く寄

せられました。

青少年対策糀谷地区委員会

■会長挨拶

青少年対策糀谷地区委員会は、地域の自治会・町会、小・中

学校、ＰＴＡ、民生委員児童委員協議会、保護司会など各団体

から選出された委員と青少年委員、スポーツ推進委員、地域

リーダーによる７４名の委員で構成されています。

そして、総務部、広報部、青年部、少年部の部会制をとり、

委員会内に組織されているジュニアクラブ育成会とも連携し

て、子どもガーデンパーティー、連合運動会、子どもフェス

ティバルなど様々な活動を行っています。

実施した事業の一部をご紹介いたします。

■年間活動報告

月 行事名 参加人数

６月 令和４・５年度青少年対策糀谷地区委員会総会 ４８人

６月 糀谷地区小中学校ＰＴＡ懇談会 ３１人

６月 青少対糀谷地区だよりＮｏ．８５

７月 男子ソフトボール春季大会 雨のため中止

１０月 第６２回糀谷地区連合運動会 約１，１５５人

１０月 第３８回糀谷地区子どもフェスティバル ４６７人

１１月 男子ソフトボール秋季大会 １２０人

１１月 インディアカ大会 １８人

１２月 第４４回秋季野球・ソフトボール大会 ２００人

１２月 こどもクリスマス会 ７０人

１月 第６回糀谷クリーンピック １３５人

１月 第４４回お別れソフトボール大会 雨のため中止

１月 青少対糀谷地区だよりＮｏ．８６

２月 第２９回お別れドッジボール大会 ５５人

３月 第３７回連合町会杯新人戦 １５０人

青少年対策糀谷地区委員会

会長 松原 敏彦
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青少年対策羽田地区委員会

■会長挨拶

■目標

■年間活動報告

月 行事名 参加人数

８月
ブルーベース＆羽田クロノゲート

見学ツアー
人

９月 花壇づくり 人

１１月 たこづくり講習会 人

１２月 委員研修懇親会 人

１２月 クリスマス会 人

令和６年

１月
広報紙「てんくう」第 号発行

３月 文集「羽田ののぞみ」第 号発行

行事の目的・目標を再確認しよう

青少年対策羽田地区委員会

会長 金田 行英

コロナ禍も一段落して、中止になっていた各種行事が

戻ってきました。

青少対でも新任委員が増え、過去のことを知らない人

が多くなってきました。

行事の目的・目標を再確認して、意識を持って活動出

来るようにしたいと思います。
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■振り返り

令和５年度は、羽田地区が「大田区子どもガーデンパーティー 萩中会場」の

主管となり準備を進めていましたが、当日の天候不良が予想されたため、残念な

がら中止となってしまいました。

４年ぶりの開催となった「たこづくり講習会」や、多くの子どもたちにご参加

いただいた「クリスマス会」などは開催することができ、充実した一年となりま

した。

これからも伝統を大切にしながら、時には時代の変化に合わせて、子供たちに

寄り添う地域団体であり続けたいと思います。

◎花壇づくり 令和５年９月 日 土

【午前：羽田特別出張所

午後：羽田空港公園予定地】

午前中は羽田特別出張所で「花壇づくり」午後から

は羽田空港公園予定地に移動し、午前中に作成した花

壇に花苗・種を植えました。

花壇づくりでは、インパクトドライバーを怖がらず

使いこなし、花壇の周りには素敵な絵を描いてくれま

した。たくさんの花が咲くことを楽しみにしています。

◎クリスマス会 令和５年 月 日 日

【羽田小学校】

小学１～６年生を対象に、カップケーキデコレー

ション・フラワーアレンジメント等が行われました。

子どもたちは笑顔と真剣な表情で工作をしていまし

た。ドキドキわくわくの楽しい時間に子どもたちの

笑顔が輝いていました。

◎たこづくり講習会 令和５年 月 日 日

【羽田特別出張所】

この講習会は町会・ 役員を対象に青少対事業部

が講師となって、凧の作成手順を教えます。講習会で

学んだことを各人が町会・学校に持ち帰り、今度は自

身が講師となって子どもたちに「たこづくり」を教え

ます。今年度は天候不良のためたこあげ大会は中止

となってしまいました。来年度は無事に開催される

ことを願っています。

青少年対策羽田地区委員会

■会長挨拶

■目標

■年間活動報告

月 行事名 参加人数

８月
ブルーベース＆羽田クロノゲート

見学ツアー
人

９月 花壇づくり 人

１１月 たこづくり講習会 人

１２月 委員研修懇親会 人

１２月 クリスマス会 人

令和６年

１月
広報紙「てんくう」第 号発行

３月 文集「羽田ののぞみ」第 号発行

行事の目的・目標を再確認しよう

青少年対策羽田地区委員会

会長 金田 行英

コロナ禍も一段落して、中止になっていた各種行事が

戻ってきました。

青少対でも新任委員が増え、過去のことを知らない人

が多くなってきました。

行事の目的・目標を再確認して、意識を持って活動出

来るようにしたいと思います。
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青少年対策六郷地区委員会

■会長挨拶

六郷地区では、「地域全体で子どもを育てる」をテーマに子ども

たちの健全育成を目的とした様々な取り組みを行っております。

令和５年度は、コロナが５類感染症に移行され、やっと平常通り

の事業を実施することができました。中止になった期間に地域を取

り巻く環境も著しく変化し、各部の活動も今後を見据えたものに検

討を重ねて参りました。

これからも子どもたちが笑顔で参加できる活動を目指して、

委員一同頑張ります。

■目標

■年間活動報告

月 日 行事名 参加人数

５月 日 総会 名

６月 青少対ニュース 号 部

６月 日 第１回六郷ボッチャ大会 名

７月１日 社会を明るくする運動六郷地域集会 名

月８日 第 回六郷ウォークラリー大会 名

月 日 第２回六郷ボッチャ大会 名

月 日 六郷こどもまつり 名

月 日～

２月 日
六郷ふれあい展覧会 名

２月３日 第３回六郷ボッチャ大会 名

２月 日 第 回六郷卓球大会 名

３月 青少対ニュース 号 部

「みんなで見守ろう 六郷の子供たち」

青少年対策六郷地区委員会

会長 野村 和子
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■振り返り

第第１１･･２２･･３３回回六六郷郷ボボッッチチャャ大大会会【【少少年年部部】】

性別・年齢問わず楽しめるパラスポーツを

通じて地域の青少年の交流及び健全育成を

図ることを目的とし、今年度は３回開催し

ました。１年生を含んだチームが優勝する

など、初心者・経験者問わず、全員で楽し

めました。

第第 回回六六郷郷ウウォォーーククララリリーー大大会会【【青青年年部部】】

大人からこどもまで 名の方が参加し、

「コマ図」と呼ばれる地図を見ながら、六郷

地区をまわりました。

また、各チェックポイントでは、暗号やご当

地に関するクイズなどが出題され、参加者同

士協力しながらゴールを目指しました。

 
 六六郷郷ふふれれああいい展展覧覧会会【【広広報報部部】】

六郷地区在住・在学の小学生を対象に絵を募

集し、六郷地域力推進センター１階ロビーに

展示しました。

「自由に絵を描いてみよう！」をテーマに、

電車や動物などを描いた、計 作品！

すべて個性あふれる素敵なものでした。

青少年対策六郷地区委員会は、地区内の自治会・町会や小・中学校、

関係者、青少年委員、スポーツ推進委員、保護司、民生委員児童委員、青少対

会長推薦委員の総数 名で構成されています。各事業は少少年年部部・青青年年部部・

広広報報部部・ジジュュニニアアリリーーダダーー部部の４部に分かれて実施しています。

今年度実施した事業の中からいくつかご紹介します。

六六郷郷ここどどももままつつりり【【ジジュュニニアアリリーーダダーー部部】】

月 日（日）には六郷地域力推進センタ

ーで、こどもまつりを開催しました。射的や

輪投げといった、お祭りのように賑わうゲー

ムコーナーやクリスマスに関する折り紙や

カードを作るコーナーもあり、来場者 名

全員が大いに楽しめる催しとなりました。

青少年対策六郷地区委員会

■会長挨拶

六郷地区では、「地域全体で子どもを育てる」をテーマに子ども

たちの健全育成を目的とした様々な取り組みを行っております。

令和５年度は、コロナが５類感染症に移行され、やっと平常通り

の事業を実施することができました。中止になった期間に地域を取

り巻く環境も著しく変化し、各部の活動も今後を見据えたものに検

討を重ねて参りました。

これからも子どもたちが笑顔で参加できる活動を目指して、

委員一同頑張ります。

■目標

■年間活動報告

月 日 行事名 参加人数

５月 日 総会 名

６月 青少対ニュース 号 部

６月 日 第１回六郷ボッチャ大会 名

７月１日 社会を明るくする運動六郷地域集会 名

月８日 第 回六郷ウォークラリー大会 名

月 日 第２回六郷ボッチャ大会 名

月 日 六郷こどもまつり 名

月 日～

２月 日
六郷ふれあい展覧会 名

２月３日 第３回六郷ボッチャ大会 名

２月 日 第 回六郷卓球大会 名

３月 青少対ニュース 号 部

「みんなで見守ろう 六郷の子供たち」

青少年対策六郷地区委員会

会長 野村 和子
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青少年対策矢口地区委員会

■会長挨拶

■目標

■年間活動報告

月 日 活動名 参加人数

５月 日 委員総会 名

６月 日 ユース瓦版第 号発行

７月 日、 日 矢口キャンプ村 名

８月 日 委員研修会（モルック体験会） 名

月２日 ユース瓦版第 号発行

月 日 多摩川清掃工場環境フェア協力参加 名

月 日 矢口子どもフェスティバル 約 名

月 日
クリスマスパーティー

（リーダー講習会矢口地区受講者対象）

名

１月 日 新春地域懇親会
名

２月 日 バスハイク 名

３月 日 ユース瓦版 号発行

３月 日 二十一世紀桜まつり協力参加 名

青少年対策矢口地区委員会

会長 渡邉 義太

今年度は新型コロナウイルス対策が緩和され通常の活動に近い

行事等を行うことが出来ました。 
委員研修会ではモルック体験を行いリアルでの委員の交流。子ど

もガーデンパーティーは晴天のみ対応になり生憎の雨のため中止

になり残念でした。子どもフェスティバルは久しぶりに矢口名物の

「大型傘袋ロケット」を飛ばし子どもたちの大歓声が大空に響き渡

りました。 
これからも沢山の体験を通して子どもたちの笑顔あふれる活動

に全力で取り組んで参ります。 

子どもたちの笑顔あふれる明るく楽しい地域
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■振り返り

やぐち
矢矢口口キキャャンンププ村村【【会会場場】】平平和和島島公公園園キキャャンンププ場場、、

大大田田区区青青少少年年交交流流セセンンタターー

夏の恒例行事である矢口キャンプ村を実施いたし

ました。矢口管内の小学生（３年生～６年生） 名

に参加いただきました。キャンプ場では、飯ごう炊

飯、テント張り、キャンプファイヤー等、普段あま

り体験できないことを体験しました。また、キャン

プ場の近所にある平和島公園プールや品川水族館で

もたくさんの思い出を作ることができました。

例年、子どもたちが設営したテントに宿泊してお

りましたが、今回は熱中症対策として、大田区青少

年交流センター（ゆいっつ）に宿泊しました。

矢矢口口子子どどももフフェェスステティィババルル【【会会場場】】多多摩摩川川小小学学校校

当日はあいにくの雨天だったため、あらかじめ用

意していた雨用プログラムでの開催となりました。

校内に、ゴムでっぽう、まとあて、魚釣り、スーパ

ーボールすくい、青空図書館、ボッチャ、モルック

等、様々なコーナーを設けて実施いたしました。イ

ベント後半は、雨がやんできたため、傘袋ロケット

で遊べるように校庭を開放しました。

３時間という短い期間でしたが、多くの親子連れ

の方々にご来場いただき楽しんでいただきました。

矢矢口口青青少少対対ババススハハイイクク【【会会場場】】多多摩摩六六都都科科学学館館

空空飛飛ぶぶいいちちごご東東京京

今年は空飛ぶいちご東京でいちご狩り、多摩六都

科学館でプラネタリウム鑑賞等を実施しました。矢

口管内の小学生（３年生～６年生） 名に参加いた

だきました。いちご狩りでは、収穫重量が ｇに最

も近い数字で収穫できた参加者にお菓子の景品を渡

しました。プラネタリウム鑑賞では、今の季節に見

ることができる星座等についてメインに楽しく勉強

することができました。

青少年対策矢口地区委員会

■会長挨拶

■目標

■年間活動報告

月 日 活動名 参加人数

５月 日 委員総会 名

６月 日 ユース瓦版第 号発行

７月 日、 日 矢口キャンプ村 名

８月 日 委員研修会（モルック体験会） 名

月２日 ユース瓦版第 号発行

月 日 多摩川清掃工場環境フェア協力参加 名

月 日 矢口子どもフェスティバル 約 名

月 日
クリスマスパーティー

（リーダー講習会矢口地区受講者対象）

名

１月 日 新春地域懇親会
名

２月 日 バスハイク 名

３月 日 ユース瓦版 号発行

３月 日 二十一世紀桜まつり協力参加 名

青少年対策矢口地区委員会

会長 渡邉 義太

今年度は新型コロナウイルス対策が緩和され通常の活動に近い

行事等を行うことが出来ました。 
委員研修会ではモルック体験を行いリアルでの委員の交流。子ど

もガーデンパーティーは晴天のみ対応になり生憎の雨のため中止

になり残念でした。子どもフェスティバルは久しぶりに矢口名物の

「大型傘袋ロケット」を飛ばし子どもたちの大歓声が大空に響き渡

りました。 
これからも沢山の体験を通して子どもたちの笑顔あふれる活動

に全力で取り組んで参ります。 

子どもたちの笑顔あふれる明るく楽しい地域
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青少年対策蒲田西地区委員会

■会長挨拶

今年度は、「各小中学校区子どもまつり」や「かまにしふれあい運動会」、

「冬の親子バスハイク」などすべての事業をコロナ禍前のように実施すること

ができました。また、これらの事業にはジュニアリーダーたちも積極的に関

わっており、我々委員も子どもたちの成長を見届けています。

今後も、委員個々の向上心を喚起するとともに、子どもたちの心豊かな体

験を実現するために充実した企画をし、より一層子どもたちの

健全育成に努めてまいります。

■目標

■年間活動報告

月 日 行事名 参加人数

８月 日 相生小学校区子どもまつり ３２０人

９月３日 矢口東小学校区子どもまつり ４１３人

９月 日 道塚小学校区子どもまつり ２３８人

月１日 矢口小学校区子どもまつり ３５０人

月 日 かまにしふれあい運動会 ３５５人

月４～５日 ふれあいフェスタ

月 日 おなづか小学校区子どもまつり １６０人

月 日 クリスマス会 ３７人

１月 日 冬の親子バスハイク ８４人

２月 日 相生小学校区子どもまつり ２４０人

２月 日 小中学校と自治会・町会長と青少対との懇親会 ５５人

３月 日 広報誌「根っ子 号」発行 ２５００部

かか まま たた のの まま ちち っっ ここ たた くく まま しし くく

青少年対策蒲田西地区委員会

会長 角田 政春
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■振り返り

★かかままににししふふれれああいい運運動動会会

地域の方々が参加できる運動会を開催しました。

リレーやパン食い競争など全５種目をコロナ禍前同様に実施し、

大人も子どもも終始白熱した運動会となりました。

★ ふふれれああいいフフェェススタタ

蒲田西地区委員会としては両日参加し、模擬店と催し物を出店しました。

１日目と 日目の模擬店では、コロッケやチュロス、たこ焼きを販売し、

両日ともに大盛況の売り上げを達成しました。２日目の催し物では、

輪投げとモルックを実施し、多くのお客さんが参加していました。

★冬冬のの親親子子ババススハハイイクク

〇実施日 令和６年１月 日（日）

〇事業内容 いちご狩り・湯呑み絵付け体験

〇参加人数 参加者： 名

今年度の冬の親子バスハイクは、栃木県にある はが野益子観光いちご団地でいちご

狩りを行いました。その後、益子焼窯元共販センターにて自分たちだけのオリジナル湯

呑みを作成しました。雨の中でしたが、事故もなく、楽しく終えることができました。

★各小学校区子どもまつり

〇相生小学校区子どもまつり

内容：びしょ濡れまつり（第１回）・スライム作り等（第２回）

〇矢口東小学校区子どもまつり 〇道塚小学校区子どもまつり

内容：子ども会 内容：スポーツフェスタ

〇矢口小学校区子どもまつり 〇おなづか小学校区子どもまつり

内容：町会連合親子運動会 内容：ミニ運動会

蒲田西地区では、管内の つの小学校を会場に、子どもまつりを開催しています。毎年、

小学校区ごとに子どもたちに楽しんでもらうために趣向を凝らした行事を企画してい

ます。青少対委員と学校とＰＴＡの方々が協力し合い、地域が一体となる非常に良い機

会であり、子どもたちにとっても楽しみながら地域を知る場となっています。

相生小学校区子どもまつり 矢口東小学校区子どもまつり 矢口小学校区子どもまつり

青少年対策蒲田西地区委員会

■会長挨拶

今年度は、「各小中学校区子どもまつり」や「かまにしふれあい運動会」、

「冬の親子バスハイク」などすべての事業をコロナ禍前のように実施すること

ができました。また、これらの事業にはジュニアリーダーたちも積極的に関

わっており、我々委員も子どもたちの成長を見届けています。

今後も、委員個々の向上心を喚起するとともに、子どもたちの心豊かな体

験を実現するために充実した企画をし、より一層子どもたちの

健全育成に努めてまいります。

■目標

■年間活動報告

月 日 行事名 参加人数

８月 日 相生小学校区子どもまつり ３２０人

９月３日 矢口東小学校区子どもまつり ４１３人

９月 日 道塚小学校区子どもまつり ２３８人

月１日 矢口小学校区子どもまつり ３５０人

月 日 かまにしふれあい運動会 ３５５人

月４～５日 ふれあいフェスタ

月 日 おなづか小学校区子どもまつり １６０人

月 日 クリスマス会 ３７人

１月 日 冬の親子バスハイク ８４人

２月 日 相生小学校区子どもまつり ２４０人

２月 日 小中学校と自治会・町会長と青少対との懇親会 ５５人

３月 日 広報誌「根っ子 号」発行 ２５００部

かか まま たた のの まま ちち っっ ここ たた くく まま しし くく

青少年対策蒲田西地区委員会

会長 角田 政春
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青少年対策蒲田東地区委員会

■会長挨拶

■年間活動報告

月 日 行事名 参加人数

４月２日 春のお楽しみ会 ジュニアリーダークラブ 名

７月 日 地域講演会 名

８月 日 防災体験会 ジュニアリーダークラブ 名

月 日 花火を楽しむ夕べ ジュニアリーダークラブ 名

月 日 蒲田東フェスティバル 約 名

月 日 クリスマスを楽しむ会 ジュニアリーダークラブ 名

１月 日 みんなで遊ぼう！わくわく広場 約 名

２月 日 委員研修 名

３月 日 防災キャンプ 名

祭礼時 地域パトロール

今年度は委員の改選も行われ、様々な団体から選出された 名で

令和５年度をスタート致しました。蒲田東地区では子どもたちとの

関りを第一に地域力を活かした青少年健全育成を目的として、活動

しております。

今年度は、蒲田地域リーダー講習会の主管として、前年度より

委員会を立ち上げ、５月から 月までの全８回にわたり

「 アクション！ ～未来の地球へ～」をキャッチフレーズに、

受講生は毎回ＳＤＧｓのクイズに挑戦し、蒲田地域６地区の青少対

の皆様方にご協力を頂き、無事に終了することができました。

蒲田東地区としては、地域講演会で「ヤングケアラー」について

理解を深め、蒲田東フェスティバルも連合会や協力団体のご協力を

頂き久しぶりに開催することができました。

１月には、「みんなで遊ぼう！わくわく広場」を開催し、生憎の雨バージョンでしたが、多

くの親子連れの参加で、すべてのコーナーが大盛況に行う事が出来ました。

年度内には、委員研修、令和６年能登半島地震を踏まえての防災キャンプもありますが、い

ざという時の備えや避難生活について等を参加者と共に考え、学びたいと思っております。

今後も未来を担う子どもたちに、多くの体験の場を企画運営して提供できるよう、委員が一

丸となって健全育成に努めたいと思います。

青少年対策

蒲田東地区委員会

会長 藤井 ツヤ子
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■振り返り

◎ 地地域域講講演演会会 令令和和５５年年７７月月 日日 日日 アアププリリココ地地下下一一階階展展示示室室

地域講演会では一般社団法人ケアラー連盟理事の田中

悠美子先生に「ヤングケアラーについて」の講演をしてい

ただきました。

参加いただいた方から、「初めてヤングケラーという言

葉を聞いた。」や「言葉は知っていたけど理解を深めるこ

とができ、勉強になった。」等の感想を頂きました。

◎ 蒲蒲田田東東フフェェスステティィババルル 令令和和５５年年 月月 日日 日日 都都立立蒲蒲田田高高等等学学校校

自治会・町会、各種協力団体の皆様のご協力もあり、

久しぶりに開催することが出来ました。

当日は、模擬店・展示・ステージ・℮スポーツ体験・

Ｎゲージ 鉄道模型 などのさまざまなコーナーを設け、

多くの方に楽しんでいただくことが出来ました。

◎ みみんんななでで遊遊ぼぼうう！！わわくくわわくく広広場場 令令和和６６年年１１月月 日日 日日 新新宿宿小小学学校校 体体育育館館

雨が降り、体育館での開催となりましたが、

モルック・落書きコーナー・お菓子釣り・輪投げ・

ストラックアウト・バルーンアートの各コーナー

で多くの方が楽しんでいました。

鼓笛隊の演奏や、獅子舞のステージもあり、

多くの方にご来場いただきました。

◎ ジジュュニニアアリリーーダダーーククララブブ

春、いちご狩り＆ＢＢＱ

夏、公園の防災かまどを使用した防災体験会

秋、蒲田小学校での花火を楽しむ夕べ

冬、クリスマスを楽しむ会

など、年４回のお楽しみ会を実施し

延べ 名の方にご参加いただきました。

青少年対策蒲田東地区委員会

■会長挨拶

■年間活動報告

月 日 行事名 参加人数

４月２日 春のお楽しみ会 ジュニアリーダークラブ 名

７月 日 地域講演会 名

８月 日 防災体験会 ジュニアリーダークラブ 名

月 日 花火を楽しむ夕べ ジュニアリーダークラブ 名

月 日 蒲田東フェスティバル 約 名

月 日 クリスマスを楽しむ会 ジュニアリーダークラブ 名

１月 日 みんなで遊ぼう！わくわく広場 約 名

２月 日 委員研修 名

３月 日 防災キャンプ 名

祭礼時 地域パトロール

今年度は委員の改選も行われ、様々な団体から選出された 名で

令和５年度をスタート致しました。蒲田東地区では子どもたちとの

関りを第一に地域力を活かした青少年健全育成を目的として、活動

しております。

今年度は、蒲田地域リーダー講習会の主管として、前年度より

委員会を立ち上げ、５月から 月までの全８回にわたり

「 アクション！ ～未来の地球へ～」をキャッチフレーズに、

受講生は毎回ＳＤＧｓのクイズに挑戦し、蒲田地域６地区の青少対

の皆様方にご協力を頂き、無事に終了することができました。

蒲田東地区としては、地域講演会で「ヤングケアラー」について

理解を深め、蒲田東フェスティバルも連合会や協力団体のご協力を

頂き久しぶりに開催することができました。

１月には、「みんなで遊ぼう！わくわく広場」を開催し、生憎の雨バージョンでしたが、多

くの親子連れの参加で、すべてのコーナーが大盛況に行う事が出来ました。

年度内には、委員研修、令和６年能登半島地震を踏まえての防災キャンプもありますが、い

ざという時の備えや避難生活について等を参加者と共に考え、学びたいと思っております。

今後も未来を担う子どもたちに、多くの体験の場を企画運営して提供できるよう、委員が一

丸となって健全育成に努めたいと思います。

青少年対策

蒲田東地区委員会

会長 藤井 ツヤ子
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（（２２））リリーーダダーー講講習習会会
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令令和和５５年年度度  大大田田区区リリーーダダーー講講習習会会（（小小学学生生対対象象））  
 

学校教育での体験が難しい社会活動や野外活動などを中心に、異年齢間の交流・協調・グループ

ワークの楽しさを習得する場として、大森・調布・蒲田の３地域で開催しています。 

開催にあたっては、大田区青少年対策地区委員会会長会に事業委託をしています。 

 

１ ねらい 

（１）小学生が文化的創作活動、スポーツ・野外活動などを通して自らの興味、関心の幅を広げつつ

個性を伸ばし、自ら学び自ら考えることができる「生きる力」を育む。 

（２）小学生が身近な地域において学校、学年を超えた集団活動、社会活動を体験することによって

コミュニケーション能力や社会性を身につけ、集団のリーダーとしての資質を向上させる。 

（３）小学生が社会活動などを通して地域の中学・高校生リーダー、大人たちとふれあうことによっ

て、社会参加の芽を自ら養う。 

（４）地域力の向上につながる「あいさつ運動」を活動に取り入れて、あいさつの重要性を認識させ、

社会の中での人との関わり等社会性を身につける。 

 

２ 対象   区内の小学５・６年生（ただし、応募者が少ない場合は小学４年生も可） 

 

３ 定員   各地域の実情に応じて設定 

 

４ 受講者数   177名 〔大森〕 80名 〔調布〕 43名 〔蒲田〕 54名 

 

５ 修了者数   173名 〔大森〕 77名 〔調布〕 42名 〔蒲田〕 54名 

 

《《各各地地域域ののププロロググララムム内内容容》》  

◆◆大大森森地地域域  

回 開催日時 会場 内容 
受講

者数 

1 
6月 4日（日） 

10：00～15：00 
大田文化の森 

開講式 

アイスブレイク 

オリエンテーション 

73名 

2 
7月 2日（日） 

10：00～15：00 
青少年交流センターゆいっつ モルック 61名 

3 
7月 23日（日） 

10：00～16：00 
大森東小学校 

キンボール 

レクリエーション 
62名 

4 
8月 19日（土） 

10：00～ 
青少年交流センターゆいっつ 

スポーツ鬼ごっこ 

盆踊り 
65名 

5 
8月 20日（日） 

～15：00 
青少年交流センターゆいっつ 

車いすバスケ 

けん玉 
65名 

6 
10月 1日（日） 

10：00～15：00 

平和島公園キャンプ場 

青少年交流センターゆいっつ 

クッキング 

レクリエーション 
67名 

7 
11月 12日（日） 

10：00～15：00 
馬込中学校 

乗馬体験 

ポニーセラピー 

レクリエーション 

58名 

8 
12月 3日（日） 

10：00～12：30 
大田文化の森 閉講式 60名 
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◆◆調調布布地地域域  

回 開催日時 会場 内容 
受講

者数 

1 
6月 11日（日） 

9：30～15：00 
嶺町文化センター 開講式・Ｔシャツ作り 37名 

2 
7月 9日（日） 

9：30～15：00 
嶺町文化センター ロープワーク 34名 

3 
8月 5日（土） 

9：00～ 
青少年交流センターゆいっつ 宿泊講習 35名 

4 
8月 6日（日） 

～17：00 
青少年交流センターゆいっつ 宿泊講習 35名 

5 
9月 10日（日） 

9：00～15：00 
日本科学未来館 施設見学 29名 

6 
10月 22日（日） 

9：30～15：00 
嶺町文化センター リトルフェスタ 28名 

7 
11月 12日（日） 

9：00～15：00 
ソレイユの丘 ウォークラリー 30名 

8 
12月 10日（日） 

9：30～15：00 
嶺町文化センター 閉講式・お楽しみ会 34名 

  

  

◆◆蒲蒲田田地地域域  

回 開催日時 会場 内容 
受講

者数 

1 
5月 21日（日） 

10：00～15：00 
新宿小学校 開講式・班作り 53名 

2 
6月 25日（日） 

10：00～15：00 
大田区総合体育館 

パラスポーツ体験 

車いすラグビー 

おも活 

50名 

3 
7月 30日（日） 

7：40～18：30 

首都圏外郭放水路 

本所防災館 

社会見学 

防災地下神殿 

本所防災館 

50名 

4 
8月 20日（日） 

9：30～15：00 

大田区議会本会議場 

消費者生活センター 

議会見学 

科学実験 
47名 

5 
9月 24日（日） 

8：15～17：00 

宮ケ瀬ダム・水とエネルギー

館 

神奈川県立あいかわ公園 

社会見学 

宮ケ瀬ダム・水とエネルギー館 

神奈川県立あいかわ公園 

47名 

6 
10月 22日（日） 

10：00～15：00 

大田区民ホールアプリコ 

おおた国際交流センター 
ウォークラリー 35名 

7 
11月 19日（日） 

9：30～16：00 

蒲田小学校 

東京誠心調理師専門学校 

調理実習 

フードロス講話 
41名 

8 
12月 3日（日） 

10：00～15：00 
蒲田小学校 閉講式・全講習会振り返り 47名 

  

 

 

令令和和５５年年度度  大大田田区区リリーーダダーー講講習習会会（（小小学学生生対対象象））  
 

学校教育での体験が難しい社会活動や野外活動などを中心に、異年齢間の交流・協調・グループ

ワークの楽しさを習得する場として、大森・調布・蒲田の３地域で開催しています。 

開催にあたっては、大田区青少年対策地区委員会会長会に事業委託をしています。 

 

１ ねらい 

（１）小学生が文化的創作活動、スポーツ・野外活動などを通して自らの興味、関心の幅を広げつつ

個性を伸ばし、自ら学び自ら考えることができる「生きる力」を育む。 

（２）小学生が身近な地域において学校、学年を超えた集団活動、社会活動を体験することによって

コミュニケーション能力や社会性を身につけ、集団のリーダーとしての資質を向上させる。 

（３）小学生が社会活動などを通して地域の中学・高校生リーダー、大人たちとふれあうことによっ

て、社会参加の芽を自ら養う。 

（４）地域力の向上につながる「あいさつ運動」を活動に取り入れて、あいさつの重要性を認識させ、

社会の中での人との関わり等社会性を身につける。 

 

２ 対象   区内の小学５・６年生（ただし、応募者が少ない場合は小学４年生も可） 

 

３ 定員   各地域の実情に応じて設定 

 

４ 受講者数   177名 〔大森〕 80名 〔調布〕 43名 〔蒲田〕 54名 

 

５ 修了者数   173名 〔大森〕 77名 〔調布〕 42名 〔蒲田〕 54名 

 

《《各各地地域域ののププロロググララムム内内容容》》  

◆◆大大森森地地域域  

回 開催日時 会場 内容 
受講

者数 

1 
6月 4日（日） 

10：00～15：00 
大田文化の森 

開講式 

アイスブレイク 

オリエンテーション 

73名 

2 
7月 2日（日） 

10：00～15：00 
青少年交流センターゆいっつ モルック 61名 

3 
7月 23日（日） 

10：00～16：00 
大森東小学校 

キンボール 

レクリエーション 
62名 

4 
8月 19日（土） 

10：00～ 
青少年交流センターゆいっつ 

スポーツ鬼ごっこ 

盆踊り 
65名 

5 
8月 20日（日） 

～15：00 
青少年交流センターゆいっつ 

車いすバスケ 

けん玉 
65名 

6 
10月 1日（日） 

10：00～15：00 

平和島公園キャンプ場 

青少年交流センターゆいっつ 

クッキング 

レクリエーション 
67名 

7 
11月 12日（日） 

10：00～15：00 
馬込中学校 

乗馬体験 

ポニーセラピー 

レクリエーション 

58名 

8 
12月 3日（日） 

10：00～12：30 
大田文化の森 閉講式 60名 
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令令和和５５年年度度 大大田田区区リリーーダダーー講講習習会会（（中中高高生生対対象象））

【通称：ティーンズぱわーあっぷセミナー】

地域活動における青少年リーダーの育成を図るため、中学・高校生を対象に、地域活動で必

要なリーダーシップや指導技術を身につけることを目的に開催しています。

◎受講者数 名（中学生 名／高校生 名）

回 開催日時 内容 会場

月 日（日）

～

開講式

アイスブレイク
ふれあいはすぬま

月 日（木）

～
レクダンス 大田区青少年交流センターゆいっつ

月 日（月）

～

グループレク

シンキングゲーム
大森スポーツセンター

月 日（金・祝）

～
受講生企画 大田区青少年交流センターゆいっつ

月 日（木）

～

水遊び

疑似キャンドルファイヤー

平和島公園キャンプ場

大田区青少年交流センターゆいっつ

月 日（日）

～

レクリエーション

閉講式
大田区青少年交流センターゆいっつ

【【講講習習会会のの様様子子】】
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令令和和５５年年度度 大大田田区区リリーーダダーー講講習習会会（（成成人人対対象象））

「「青青少少年年にに寄寄りり添添うう大大人人ののたためめののイイベベンントト・・行行事事のの風風水水害害対対策策講講座座」」（講師：渡辺 直史氏）

青少年を対象としたイベントなどの主催者が地域行事を企画・運営するにあたり、こどもた

ちを風水害から未然に守る方法について、防災プログラムなどを通じて学びました。

◎受講者数 名

開催日時 内容 会場

令和５年８月 日（日）
： ～ ：

【午前】

防災の基礎知識、大田区の風水害の特徴、イベント開

催日や場所の検討方法等イベントを開催する上で必要

となる知識を身に付けました。

【午後】

防災情報の収集と活用方法について学び、マイ・タイ

ムラインを作成しました。

消費者生活センター

第５集会室

「「発発達達障障ががいいにに寄寄りり添添っったた、、子子どどもものの体体験験のの場場づづくくりり」」（講師：水村 賢治氏）

発達障がいについて理解を深めるとともに、発達障がいのあるこどもも参加しやすい体験の

場づくりについて考えました。

◎受講者数 名

開催日時 内容 会場

令和５年 月 日（日）
： ～ ：

【午前】

発達障がいの基礎知識について学びました。

【午後】

現場からの事例報告や事例紹介に加え、体験を通して

発達障がいについて理解を深めました。

消費者生活センター

第６集会室

令令和和５５年年度度 大大田田区区リリーーダダーー講講習習会会（（中中高高生生対対象象））

【通称：ティーンズぱわーあっぷセミナー】

地域活動における青少年リーダーの育成を図るため、中学・高校生を対象に、地域活動で必

要なリーダーシップや指導技術を身につけることを目的に開催しています。

◎受講者数 名（中学生 名／高校生 名）

回 開催日時 内容 会場

月 日（日）

～

開講式

アイスブレイク
ふれあいはすぬま

月 日（木）

～
レクダンス 大田区青少年交流センターゆいっつ

月 日（月）

～

グループレク

シンキングゲーム
大森スポーツセンター

月 日（金・祝）

～
受講生企画 大田区青少年交流センターゆいっつ

月 日（木）

～

水遊び

疑似キャンドルファイヤー

平和島公園キャンプ場

大田区青少年交流センターゆいっつ

月 日（日）

～

レクリエーション

閉講式
大田区青少年交流センターゆいっつ

【【講講習習会会のの様様子子】】
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（（３３））青青少少年年表表彰彰式式
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大大田田区区青青少少年年表表彰彰式式

大田区では、青少年又は青少年団体が日頃行っている活動をたたえ、活動の一層の

普及と活動意欲の高揚を目指し、青少年表彰を実施しています。

令和５年度は、個人 名、団体 団体が表彰されました。

「令和５年度大田区青少年表彰式～はばたけ 未来へ～」

日時 令和６年３月３日（日）

会場 大田区産業プラザ コンベンションホール

内容 ◆区長挨拶

◆議長挨拶

◆表彰状授与

◆受賞者代表スピーチ（鵜の木地区ジュニアリーダー 尾高 雪乃）

≪被表彰者数≫

部 門 個人 団体

模範青少年部門 １

スポーツ及び文化部門

合 計 名名 団団体体
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令和５年度　大田区青少年表彰　被表彰者名簿

◇◇模模範範青青少少年年部部門門((個個人人表表彰彰））

氏名 表彰行為

那
な

谷
たに

　晃
あきら 田園調布地区ジュニアリーダーとして活躍

地域活動に積極的に参加し、子どもたちの指導に当たっている。

尾高
おだか

　彩乃
あやの

尾高
おだか

　雪
ゆき

乃
の

登坂
とさか

　嘉文
よしふみ

菊地
きくち

　泰清
たいせい

岡山
おかやま

　凛
りん

岩倉
いわくら

　理
まさ

人
と

山田
やまだ

　心
み

結
ゆう

河本
かわもと

　悠
ゆう

伊藤
いとう

　颯真
そうま 矢口地区ジュニアリーダーとして活躍

地域活動に積極的に参加し、子どもたちの指導に当たっている。

大林
おおばやし

　龍生
りゅうせい

内海
うちうみ

　咲
さ

郁
や

豊田
とよた

　夕
ゆう

夏
な

桑
くわ

鶴
つる

　良
りょうたろう

太朗

桑
くわ

鶴
つる

　良之助
りょうのすけ

西村
にしむら

　知佳
ちか

高橋
たかはし

　結衣
ゆい

鈴木
すずき

　湖
こ

々
こ

高木
たかぎ

　陽
ひ

依
より

西村
にしむら

　心
こ

琴
こ

鵜の木地区ジュニアリーダーとして活躍
地域活動に積極的に参加し、子どもたちの指導に当たっている。

久が原地区ジュニアリーダーとして活躍
地域活動に積極的に参加し、子どもたちの指導に当たっている。

蒲田西地区ジュニアリーダーとして活躍
地域活動に積極的に参加し、子どもたちの指導に当たっている。

大森交通少年団として活躍
交通安全について、地域への普及啓発活動を積極的に行っている。

田園調布交通少年団として活躍
交通安全について、地域への普及啓発活動を積極的に行っている。

大大田田区区青青少少年年表表彰彰式式

大田区では、青少年又は青少年団体が日頃行っている活動をたたえ、活動の一層の

普及と活動意欲の高揚を目指し、青少年表彰を実施しています。

令和５年度は、個人 名、団体 団体が表彰されました。

「令和５年度大田区青少年表彰式～はばたけ 未来へ～」

日時 令和６年３月３日（日）

会場 大田区産業プラザ コンベンションホール

内容 ◆区長挨拶

◆議長挨拶

◆表彰状授与

◆受賞者代表スピーチ（鵜の木地区ジュニアリーダー 尾高 雪乃）

≪被表彰者数≫

部 門 個人 団体

模範青少年部門 １

スポーツ及び文化部門

合 計 名名 団団体体



48

氏名 表彰行為

川手
かわて

　剛
こう

輝
き 大森消防少年団として活躍

防火・防災について、地域への普及啓発活動を積極的に行っている。

武藤
むとう

　聡
そう

也
や

若尾
わかお

　優希
ゆうき

皆藤
かいとう

　匠
たくみ

齋藤
さいとう

　美
み

海
う

神保
じんぼ

　瑠
る

那
な

阿多
あた

　幸乃
ゆきの

川
かわ

瀨
せ

　紗
さ

那
な

髙橋
たかはし

　七恵
ななえ

細谷
ほそや

　瑞月
みずき

髙
たか

瀬
せ

　智仁
ともひと

坂本
さかもと

　一
いち

珂
か

三枝
さいぐさ

　龍
りゅう

◇◇模模範範青青少少年年部部門門((団団体体表表彰彰））

団体名 表彰行為

東京都立つばさ総合高等学校
福祉部

ハギレを活用した手作りティッシュカバーを被災地や福祉施設へ送る
活動

◇◇ススポポーーツツ及及びび文文化化部部門門((個個人人表表彰彰））

スポーツ

氏名 表彰行為

北
きた

　翔太郎
しょうたろう

2023国際親善エリート空手道選手権大会　極真空手　第3位

長谷部
はせべ

　龍明
りゅうめい 第14回東京都高体連登山専門部スポーツクライミング大会 リード

優勝

海堀
かいほり

　翔
しょうご

伍 第78回特別国民体育大会柔道競技　少年男子　優勝

岡
おか

　倖
こう

吉
きち

2023JBMXF大東建託シリーズ岡山大会BMX（自転車競技） 第3位

田園調布消防少年団として活躍
防火・防災について、地域への普及啓発活動を積極的に行っている。

矢口消防少年団として活躍
防火・防災について、地域への普及啓発活動を積極的に行っている。

蒲田消防少年団として活躍
防火・防災について、地域への普及啓発活動を積極的に行っている。

大森消防少年団として活躍
防火・防災について、地域への普及啓発活動を積極的に行っている。
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氏名 表彰行為

上野
うえの

　陸
りく

斗
と 令和5年度東京都高等学校総合体育大会体操競技大会　個人総合　

優勝

今村
いまむら

　健太郎
けんたろう

第39回全国高等学校体操競技選抜大会　種目別　つり輪　第2位

宮本
みやもと

　里
り

乃
の

亜
あ

第76回全国高等学校陸上競技対校選手権大会　女子走幅跳び　第3位

小沢
おざわ

　嘉
か

月
づき

令和5年度関東高等学校陸上競技大会　男子100ｍ　第2位

古賀
こが

　ジェレミー 第78回特別国民体育大会陸上競技　少年男子B110mJH　優勝

大竹
おおたけ

　莉
り

美子
みこ

第76回東京都高等学校陸上競技対校選手権大会　女子円盤投　優勝

安
やす

國
くに

　唯
ゆい 第76回東京都高等学校陸上競技対校選手権大会　女子ハンマー投　

優勝

桑原
くわはら

　響太
きょうた 第40回全日本武術太極拳選手権大会　男子ジュニア太極拳２の部　

第3位

時任
ときとう

　心
こころ

第70回関東高等学校剣道大会　女子団体　準優勝

山口
やまぐち

　真依
まい

第53回全国中学校剣道大会　女子団体　第3位

玉木
たまき

　亜弥
あや

2023年世界ジュニアバドミントン選手権大会　女子ダブルス　優勝

落合
おちあい

　翠
すい

士
と

第47回関東中学校水泳競技大会　100mバタフライ　第2位

今井
いまい

　絢
あや

太
た 第40回全国少年少女レスリング選手権大会　小学生の部6年生46Kg級　

優勝

今井
いまい

　園
そ

乃
の 第40回全国少年少女レスリング選手権大会　女子の部4年生33Kg級　

優勝

安西
あんざい

　愛
あい

琉
る

2023国際親善空手道選手権大会　組手　10歳女子-35Kg級　優勝

村岡
むらおか

　結
ゆ

愛
ま World Jump Rope Championships 2023　Double Dutch Speed4×30　

優勝

中瀬
なかせ

　智佳子
ちかこ ジュニアフラッグフットボールインターナショナルカップ2023　女子

Ｕ15　第2位

佐藤
さとう

　まひろ 第1回アジアU16女子バレーボール選手権大会　優勝

伊藤
いとう

　心
ここ

萌
も

第6回ＮＢＡ横浜バレエコンクール　中学2年の部第2位

𫝆𫝆
いま

村
むら

　好
よし

克
かつ 第54回全国高等学校アメリカンフットボール選手権大会（関東地区決

勝戦）第2位

𫝆𫝆
いま

村
むら

　真
まさ

克
かつ 第54回全国高等学校アメリカンフットボール選手権大会（関東地区決

勝戦）第2位
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氏名 表彰行為

太刀川
たちかわ

　幸
こう

輝
き

第105回全国高等学校野球選手権大会　ベスト4

中村
なかむら

　あこ 第47回関東地区空手道選手権大会　小学生2年女子組手の部　第3位

氏名 表彰行為

横手
よこて

　悠
ゆう

生
き

第44回文部科学大臣杯少年少女囲碁大会　小学生の部　優勝

岩崎
いわさき

　夏子
なつこ

第14回小学生駒姫名人戦　優勝

森木
もりき

　希
のぞみ

光 第32回国際高校生選抜書展　秀作賞

大沼
おおぬま

　日
ひ

菜
な

詩
た

第39回読売書法展　入選

◇◇ススポポーーツツ及及びび文文化化部部門門((団団体体表表彰彰））

スポーツ

団体名 表彰行為

日本体育大学荏原高等学校
ライフセービング部

全日本ユースライフセービング選手権2022　優勝

日本体育大学荏原高等学校柔道部 第95回金鷲旗高校柔道大会　第3位

東京高等学校女子硬式テニス部 第43回関東選抜高校テニス大会　女子　準優勝

リトルスターズスポーツ少年団
第42回関東ブロックスポーツ少年団競技別交流大会　ミニバスケット
ボールの部　優勝

大田ガールズ 第40回関東小学生女子ソフトボール大会　優勝

大田区立出雲中学校
バレーボール部

第7回東京都ビーチバレー中学生大会　優勝

開桜ＭＢＣ
令和5年度東京都スポーツ少年団大会　ミニバスケットボール競技
女子の部　優勝

Ｋ☆bracing
第58回バトントワーリング関東大会　一般部門　U-12の部（バトン編
成）金賞（全国大会出場推薦）

チェリーズバトンクラブ
第58回バトントワーリング関東大会　一般部門　U-15の部（バトン編
成）金賞（全国大会出場推薦）

雪谷バトンクラブジュニアチーム
第58回バトントワーリング関東大会　一般部門　U-18の部（バトン編
成）金賞（全国大会出場推薦）

※本名簿には、令和５年度大田区青少年表彰被表彰者及び団体のうち、大田区ホームページへの掲載につい
て同意を頂いた被表彰者名及び団体名のみ掲載しています。

文化
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２２ そそのの他他のの事事業業報報告告

（（１１））青青少少年年問問題題協協議議会会
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青青少少年年問問題題協協議議会会
大田区青少年問題協議会とは、大田区における青少年問題に関する総合政策の樹立に

つき必要な事項を調査審議し、その実施に必要な関係行政機関に対し、意見を具申する

ことを運営の基本としています。

令和５年度は、「次期大田区子ども・若者計画策定に向けた方向性の整理について～

子ども・若者と地域を結ぶ、支援体制整備を目指して～」をテーマに、青少年問題協議

会を構成する委員の方々から意見をいただきました。

なお、大田区青少年問題協議会での議論の概要は以下のとおりです。

【令和５年度の年間テーマ】

「次期大田区子ども・若者計画策定に向けた方向性の整理について

～子ども・若者と地域を結ぶ、支援体制整備を目指して～」

第１回

日 時 令和５年７月７日（金） 午後２時～午後３時 分

概 要

①少年非行の概況について

②令和４年度青少年問題協議会の実績報告について

③子ども・若者計画の令和４年度実績報告及び本計画の推進について

④子ども・若者総合相談センターの進捗について

⑤年間テーマに対する意見交換

第２回

日 時 令和５年 月 日（月） 午後３時～午後４時 分

概 要
①令和５年度 第１回青少年問題協議会の議事概要及び審議内容にお

ける現行大田区子ども・若者計画の確認について

②年間テーマに対する意見交換

第３回

日 時 令和６年２月２日（金） 午後１時～午後２時 分

概 要

①年間テーマに対する意見交換

②講演

テーマ「転換期の子育て環境～新たな共同性をめざして」

講師 大田区青少年問題協議会座長

前東京成徳大学教授 永井 聖二氏
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（（２２））青青少少年年対対策策地地区区委委員員研研修修

青青少少年年問問題題協協議議会会
大田区青少年問題協議会とは、大田区における青少年問題に関する総合政策の樹立に

つき必要な事項を調査審議し、その実施に必要な関係行政機関に対し、意見を具申する

ことを運営の基本としています。

令和５年度は、「次期大田区子ども・若者計画策定に向けた方向性の整理について～

子ども・若者と地域を結ぶ、支援体制整備を目指して～」をテーマに、青少年問題協議

会を構成する委員の方々から意見をいただきました。

なお、大田区青少年問題協議会での議論の概要は以下のとおりです。

【令和５年度の年間テーマ】

「次期大田区子ども・若者計画策定に向けた方向性の整理について

～子ども・若者と地域を結ぶ、支援体制整備を目指して～」

第１回

日 時 令和５年７月７日（金） 午後２時～午後３時 分

概 要

①少年非行の概況について

②令和４年度青少年問題協議会の実績報告について

③子ども・若者計画の令和４年度実績報告及び本計画の推進について

④子ども・若者総合相談センターの進捗について

⑤年間テーマに対する意見交換

第２回

日 時 令和５年 月 日（月） 午後３時～午後４時 分

概 要
①令和５年度 第１回青少年問題協議会の議事概要及び審議内容にお

ける現行大田区子ども・若者計画の確認について

②年間テーマに対する意見交換

第３回

日 時 令和６年２月２日（金） 午後１時～午後２時 分

概 要

①年間テーマに対する意見交換

②講演

テーマ「転換期の子育て環境～新たな共同性をめざして」

講師 大田区青少年問題協議会座長

前東京成徳大学教授 永井 聖二氏
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青青少少年年対対策策地地区区委委員員研研修修会会
青少年健全育成事業に関する新たな知識やノウハウを学ぶとともに、各地区委員会間

の情報交換を行い地区委員会活動の活性化を図るため、研修を実施しました。

東京都事業を活用し、講演や発達障がいの特性を疑似体験できる 体験により、発

達障がいやその傾向のあるこどもの特性を理解し、適切な環境づくりやコミュニケーシ

ョンの取り方などを学びました。また講師への質疑応答では活発な意見交換が行われ、

地区委員会活動におけるこどもたちとの関わり方などを考えるきっかけとなりました。

【日 時】 令和５年７月８日（土） 時～ 時

【会 場】 池上会館 集会室

【参加者】 名

【内 容】 講演：『発達障がいを持つ子どもたちとの関わり方』

講師：原 哲也 氏

（言語聴覚士・社会福祉士・

一般社団法人 代表理事・

東京都事業「青少年応援プロジェクト＠大田区」講師）

青青少少年年対対策策地地区区委委員員会会 会会長長・・副副会会長長宿宿泊泊研研修修

青少年対策地区委員会の会長・副会長を対象に、青少年健全育成事業の参考となる事

例及び施設の見学や、各地区委員会間の交流・情報交換を行うことにより、地区委員会

活動がより充実したものになるよう、宿泊研修を実施しました。見学先の「盲導犬の里

富士ハーネス」では、盲導犬の一生をトータル的にケアする施設を見学し、盲導犬への

理解を深めることができました。

【実施日】 令和５年 月 日（土）～ 日（日）

【見学先】 盲導犬の里 富士ハーネス

真鶴半島自然公園

生命の星・地球博物館

【宿泊先】 ゆがわら 水の香里

【参加者】 名
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（（３３））青青少少年年をを取取りり巻巻くく環環境境のの整整備備

青青少少年年対対策策地地区区委委員員研研修修会会
青少年健全育成事業に関する新たな知識やノウハウを学ぶとともに、各地区委員会間

の情報交換を行い地区委員会活動の活性化を図るため、研修を実施しました。

東京都事業を活用し、講演や発達障がいの特性を疑似体験できる 体験により、発

達障がいやその傾向のあるこどもの特性を理解し、適切な環境づくりやコミュニケーシ

ョンの取り方などを学びました。また講師への質疑応答では活発な意見交換が行われ、

地区委員会活動におけるこどもたちとの関わり方などを考えるきっかけとなりました。

【日 時】 令和５年７月８日（土） 時～ 時

【会 場】 池上会館 集会室

【参加者】 名

【内 容】 講演：『発達障がいを持つ子どもたちとの関わり方』

講師：原 哲也 氏

（言語聴覚士・社会福祉士・

一般社団法人 代表理事・

東京都事業「青少年応援プロジェクト＠大田区」講師）

青青少少年年対対策策地地区区委委員員会会 会会長長・・副副会会長長宿宿泊泊研研修修

青少年対策地区委員会の会長・副会長を対象に、青少年健全育成事業の参考となる事

例及び施設の見学や、各地区委員会間の交流・情報交換を行うことにより、地区委員会

活動がより充実したものになるよう、宿泊研修を実施しました。見学先の「盲導犬の里

富士ハーネス」では、盲導犬の一生をトータル的にケアする施設を見学し、盲導犬への

理解を深めることができました。

【実施日】 令和５年 月 日（土）～ 日（日）

【見学先】 盲導犬の里 富士ハーネス

真鶴半島自然公園

生命の星・地球博物館

【宿泊先】 ゆがわら 水の香里

【参加者】 名
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「「東東京京都都青青少少年年健健全全育育成成協協力力員員」」制制度度

この制度は、東京都青少年の健全な育成に関する条例に基づき、書店、コンビニエン

スストア、ビデオ・ ソフト店等の販売店・レンタル店等で指定図書類や表示図書類

の包装、区分陳列がより適正に行われているかを調査し、その結果を東京都に報告する

もので平成 年度より始まりました。

大田区では、区内 地区の青少年対策地区委員の方に協力員になっていただき、区

内のコンビニエンスストア等を訪問し、指定図書類の有無等を確認していただいていま

す。

協力員の地道な活動により、書店・コンビニ店等での区分陳列に対する意識が高まっ

てきていますが、今後も活動を継続していくことが求められています。

また、協力員による調査により特に問題があると考えられる販売店等には、都の職員

が重点的に再度調査し、注意・指導を行っています。

秋秋ののここどどももままんんななかか月月間間

こども家庭庁ではこどもや子育て世帯を社会全体で考える機運をさらに醸成すべく、

月を「秋のこどもまんなか月間」とし、その取り組みのひとつである「子供・若者育

成支援推進強調月間」では、子供・若者育成支援に関する国民運動の一層の充実や定着

を図ることを目的として、関係省庁、地方公共団体及び関係団体とともに諸事業、諸活

動を集中的に実施しています。

大田区では、この強調月間中に、青少年対策地区委員が中心となり、コンビニエンス

ストア、書籍販売店、 レンタル店等に対する販売・貸出自粛要請活動を訪問により

行っています。
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